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Alice's adventures in Wonderland
―アリスという愛らしい少女像のはじまり

藤 﨑 理 恵 子

国立国会図書館の蔵書から

　

い
か
に
児
童
文
学
に
な
じ
み
の
な
い
方
も
『
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』A

lice's adventures in 

W
onderland

と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
聞
き
覚
え

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
誌
で
も
、

２
０
１
８
年
11
月
号
で
こ
の
作
品
の
日
本
語
翻
訳

版
を
取
り
あ
げ
た
。
今
月
は
、
こ
の
『
不
思
議
の

国
の
ア
リ
ス
』
の
原
著
を
紹
介
す
る
。

　
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
は
イ
ギ
リ
ス
の
ル
イ

ス
・
キ
ャ
ロ
ル
（Lew

is Carroll, 1832-1898

）
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
物
語
で
あ
る
。
初
版
の
発
行
は

１
８
６
５
年
で
、
当
館
で
所
蔵
す
る
最
も
古
い
版
は

１
８
６
８
年
に
発
行
さ
れ
た
第
３
版
だ
。
当
館
の
特

別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
、
イ
ン
グ
ラ
ム
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
一
冊
で
あ
る（

１
）。
こ
の
本
の
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
は
、
１
８
９
８
年
に
キ
ャ
ロ
ル
が
亡
く
な
っ

た
際
の
新
聞
記
事
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
児
童
書
は
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
に

書
か
れ
、
教
訓
的
な
話
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
、『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
は
教

育
目
的
で
な
く
、
子
ど
も
を
純
粋
に
楽
し
ま
せ
る

た
め
の
児
童
文
学
の
嚆
矢
と
な
っ
た
作
品
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
の
成
立
か
ら
し
て
、
主
人
公
ア
リ

ス
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
少
女
を
含
む
三
姉
妹
と
出

か
け
た
キ
ャ
ロ
ル
が
、
彼
女
ら
を
楽
し
ま
せ
る
た

め
に
語
っ
た
お
話
が
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

時
語
っ
た
お
話
は
後
に
、『
地
下
の
国
の
ア
リ
ス
』

A
lice's adventures under ground

と
し
て

今 月 の 一 冊

Alice's adventures in Wonderland
by Lewis Carroll ; with forty-two illustrations by John Tenniel
Eleventh thousand Macmillan and Co. 1868
192 p. : ill. ; 19 cm＜請求記号 VZ1-222＞

3月ウサギの家の前で催されるお茶会の場面。
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キ
ャ
ロ
ル
が
手
ず
か
ら
文
章
と
挿
絵
を
書
き
、
本

の
形
に
し
て
、
少
女
に
贈
っ
て
い
る
。
唯
一
無
二

の
こ
の
本
は
様
々
な
経
緯
を
経
て
現
在
は
大
英
博

物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
１
９
６
５
年
に
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

版
も
当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
。

　

で
は
、
ア
リ
ス
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
な
少
女

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
昨
今
で
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
映
画
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
人
も
多
か
ろ
う

が
、
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
長
い
髪
に
ド
レ
ス
を
着
て

エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
、
ち
ょ
っ
と
不
機
嫌
そ
う
な

少
女
が
思
い
浮
か
ん
だ
人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。こ
の
挿
絵
は
、ジ
ョ
ン
・
テ
ニ
エ
ル（John 

T
enniel, 1820-1914

）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ロ
ル
は
、『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
を

出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
挿
絵
を
プ
ロ
に
依
頼
す

る
こ
と
に
し
た
。
テ
ニ
エ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
の
風
刺

雑
誌Punch

で
活
躍
す
る
人
気
画
家
で
、『
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
』が
出
版
さ
れ
た
当
時
は
、キ
ャ

ロ
ル
よ
り
は
る
か
に
有
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
動

物
の
写
実
性
、
構
図
の
妙
な
ど
は
、
さ
す
が
当
代

き
っ
て
の
人
気
画
家
だ
け
あ
る
。
そ
の
た
め
、
テ

ニ
エ
ル
の
挿
絵
が
入
っ
た
本
と
し
て
売
り
出
さ

れ
、
以
降
、
ア
リ
ス
は
テ
ニ
エ
ル
の
挿
絵
と
分
か

ち
難
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。

　

こ
の
作
品
は
後
年
の
多
く
の
画
家
に
と
っ
て
も

魅
力
的
な
題
材
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ピ
ー
タ
ー
ラ

ハートの女王とクロッケーを行
う場面。

（上）テニエルの挿絵ではマ
レット役のフラミンゴを抱え、
ボール役のハリネズミに足を
かけている。

（左）キャロルの挿絵ではマ
レット役はダチョウである。

◆キャロルの挿絵とテニエルの挿絵

　手造りの『地下の国のアリス』を『不思議の国のアリ

ス』として出版するに当たっては、大幅な加筆・修正が

なされているが、同じ場面または近い場面を描いた絵が

いくつか存在する。修正の一例を見てみよう。下の絵で

キャロル画のアリスが抱えている鳥が何かわかるだろう

か。『不思議の国のアリス』の物語をご存知の方なら、きっ

とフラミンゴだろうがそうは見えない、と笑ってしまう

かもしれない。確かに、右のテニエル画のアリスが抱え

ている鳥はフラミンゴで、クロッケーのマレット（ボー

ルを打つ槌）として生きたフラミンゴを使おうとする

シーンを描いている。しかし、『地下の国のアリス』の

段階では、このシーンのマレットはなんと、ダチョウだっ

たのだ。つまり、キャロルの絵の鳥はダチョウであり、

フラミンゴに見えなくて正解、ということだ。

――これがダチョウに見えるか、という問題はさておき。
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涙の海でアリスがネズミと出会う場面。
（上）テニエルの挿絵では、先へ行こ

うとするネズミを、アリスが後ろから
呼び止めようとしている。

（左）キャロルの挿絵はアリスがネズミ
を見つけたところ。

裁判でラッパを吹く白ウサギ。

アリスが青虫と話す場面。
（右）テニエルの挿絵では青虫の

後姿が描かれる。人間の頭にあた
る部分の青虫の足が、鼻や唇に見
える。

（上）キャロルの挿絵では青虫が
正面から描かれる。人面青虫が水
煙管をくわえている。

ビ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
で
有
名
な
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ

タ
ー
（Beatrix Potter, 1866-1943

）
も
、『
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
一
場
面
を
描
い
て
い

る（
２
）。
こ
の
時
描
か
れ
て
い
る
青
い
服
を
来
た
白
い

ウ
サ
ギ
は
、
も
ち
ろ
ん
物
語
冒
頭
か
ら
走
り
回
っ

て
い
る
重
要
な
登
場
人
物
で
あ
る
あ
の
白
ウ
サ
ギ

で
あ
る
わ
け
だ
が
、
や
は
り
ピ
ー
タ
ー
を
彷
彿
と

さ
せ
る
。
ま
た
、
ム
ー
ミ
ン
シ
リ
ー
ズ
で
有
名

な
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
（T

ove Jansson, 1914-

2001

）
も
挿
絵
を
描
い
て
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
１
９
６
６
年
に
、
そ
の
挿
絵
を
採
用
し
た
版

が
出
版
さ
れ
て
い
る（

３
）。

　

数
多
の
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
挿
絵
を

比
べ
て
み
る
の
も
面
白
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
ず

は
、
テ
ニ
エ
ル
の
挿
絵
を
じ
っ
く
り
堪
能
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
て
ほ
し
い
。

キャロルの挿絵は『地下の国のアリス』より
Alice's adventures under ground : facsimile of the author's manuscript book with additional 
material from the facsimile edition of 1886 by Lewis Carroll ; with a new introduction by 
Martin Gardner Dover Publications c1965＜請求記号 VZ1-213＞

かつてキャロルが暮らしたオックスフォードのクライストチャーチ
には、今も『不思議の国のアリス』のステンドグラスがある。これ
らも、テニエルによる挿絵が元となっている。（筆者撮影）

1 イングラムコレクションは、イギリスのヘレフォード大聖堂主教
座名誉参事会員エドワード・ヘンリー・ウィニングトン＝イングラ
ム （Edward Henry Winnington-Ingram, 1849-1930）が、ヴィクト
リア朝の道徳的、精神的価値観に沿った児童文学をテーマに収
集した資料を中心に、18世紀から20世紀にかけての児童書1,157
冊 で構成されている。1994 年までチェルトナム・グロスターカレッ
ジが所蔵していたものを、1996年に当館が一括購入した。
なおイングラムコレクションには1886年発行のAlice's adventures 
in Wonderland も含まれており、こちらは国立国会図書館デジタ
ルコレクションから閲覧することができる。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3947683
2 Victoria and Albert Museum公式サイト
http://collections.vam.ac.uk/item/O1267030/the-little-lizard-bill-
supported-drawing-potter-beatrix/
3 MOOMIN公式サイト
https://www.moomin.com/en/blog/the-hobbit-and-alices-
adventures-in-wonderland-illustrated-by-tove-jansson/

○参考文献
定松正 編『ルイス・キャロル小事典』研究社出版　1994.7＜請求
記号 KS113-E31＞
M.ハンチャー 著　石毛雅章 訳『アリスとテニエル』東京図書　
1997.2＜請求記号 KC311-G5＞
Illustrating Alice : an international selection of illustrated editions 
of Alice's adventures in Wonderland and Through the looking-
glass Artists' Choice Editions 2013＜請求記号 YZ-B2989＞
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国
立
国
会
図
書
館
は
、
憲
政
資
料
室
が
所
蔵
す
る
政

治
家
等
の
旧
蔵
文
書
（
憲
政
資
料
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

公
開
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
〇
年
三
月
に
は
「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
（
そ

の
一
）
書
類
の
部
」
全
一
〇
〇
八
点
を
、
平
成
三
一
年

三
月
に
は
「
勝
海
舟
関
係
文
書
」
全
七
五
三
点
を
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
し
ま
し

た
（
一
部
の
資
料
は
館
内
限
定
公
開
）。

　

こ
の
機
会
に
、
国
制
史
、
比
較
法
史
の
第
一
人
者
で
、

著
書
に
『
伊
藤
博
文
―
知
の
政
治
家
―
』
な
ど
が
あ
る

瀧
井
一
博
先
生
に
、
伊
藤
博
文
関
係
文
書
と
ご
自
身
の

研
究
史
に
つ
い
て
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
お
け
る

史
料
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
集
の
後
半
で
は
、
伊
藤
の
旧
蔵
資
料
の
概
要
や
収

集
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
振
り
返
り
、
勝
の
旧
蔵

資
料
か
ら
も
特
色
あ
る
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
「
伊

藤
博
文
関
係
文
書
（
そ
の
１
）」（
以
下
、「
伊
藤

文
書
」）
の
全
史
料※

が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
ウ
ェ

ブ
上
で
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

壮
挙
で
あ
る
。
地
方
に
い
る
身
と
し
て
は
、
新

幹
線
に
乗
っ
て
東
京
ま
で
出
か
け
、
限
ら
れ
た

時
間
で
慌
た
だ
し
く
出
納
を
お
願
い
し
、
複
写

申
請
し
て
き
た
史
料
が
、
自
宅
に
い
な
が
ら
パ

ソ
コ
ン
上
で
瞬
時
に
表
示
さ
れ
る
。
伊
藤
博
文

に
一
方
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
き
た
者
に
と
っ

て
僥
倖
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
否
、
伊
藤
研
究
の

み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
の
政
治
史
・
法
制
史
の

研
究
へ
の
寄
与
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

る
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。
公
開
に
尽
力
さ
れ

た
関
係
者
の
方
々
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の

念
を
表
し
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
あ
た
っ
て
、
本
誌
に
何
か
小

文
を
と
の
お
申
し
付
け
で
あ
る
。
私
が
適
任
で

あ
る
か
心
も
と
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
伊
藤
博
文

研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
身
か
ら
、
同
文
書
へ
の

個
人
的
な
思
い
出
と
感
想
を
記
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
お
許
し
を
乞
う
。

　

今
で
こ
そ
日
本
政
治
史
・
憲
法
史
を
主
た
る

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
私
は

ド
イ
ツ
法
制
史
を
専
攻
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に

お
け
る
国
家
学
（Staatswissenschaft

）
な
る
も

の
の
歴
史
に
関
心
を
も
っ
た
私
は
、
最
後
の
ド

イ
ツ
国
家
学
者
と
い
え
る
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ

ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
（Lorenz von Stein, 1815-

1890

）
と
い
う
人
物
の
生
涯
と
思
想
を
博
士
論

文
の
テ
ー
マ
に
選
ん
で
研
究
し
て
い
た
。
こ
の

シ
ュ
タ
イ
ン
な
る
人
は
実
に
多
彩
な
経
歴
の
持

ち
主
で
、
学
問
的
に
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と

い
う
概
念
を
初
め
て
体
系
だ
っ
た
か
た
ち
で
ド

「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」の
デ
ジ
タ
ル
化
に
寄
せ
て

　
　
―『
伊
藤
博
文
秘
録
』講
読
の
こ
ろ

瀧
井
　
一
博

瀧井 一博 氏
国際日本文化研究センター教授。京都大学 
大学院法学研究科博士後期課程単位取得
のうえ退学。博士（法学）。専門は国制史、比
較法史。

京都大学人文科学研究所助手、神戸商科
大学助教授、兵庫県立大学経営学部教授
などを経て現職。

『伊藤博文—知の政治家—』 （中公新書、
2010年）でサントリー学芸賞受賞。

※ 書類の部
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イ
ツ
に
紹
介
し
、
か
の
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に

も
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
晩
年
に
は

当
時
の
日
本
と
交
流
を
も
ち
、一
八
八
二
年
（
明

治
十
五
）
に
憲
法
調
査
の
た
め
渡
欧
し
た
伊
藤

博
文
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
だ
っ
た
シ
ュ
タ
イ

ン
の
も
と
を
訪
れ
教
示
を
得
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
政
府
高
官
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
に

よ
る
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ュ
タ
イ
ン
を
目
指
し
て
の

ひ
っ
き
り
な
し
の
〝
参
詣
〟＝「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣

で
」
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ
た
。

　

院
生
時
代
、
私
は
こ
の
「
シ
ュ
タ
イ
ン
詣
で
」

の
全
容
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
べ
く
、
北
ド
イ

ツ
・
キ
ー
ル
市
の
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ

タ
イ
ン
州
立
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
「
シ
ュ

タ
イ
ン
文
書
」
所
収
の
日
本
人
か
ら
の
書
簡
の

読
解
に
取
り
組
ん
だ
（
同
文
書
の
日
本
関
係

史
料
は
、
そ
の
一
部
が
萩
原
延
寿
氏※

の
筆
写
に

よ
っ
て
、「
シ
ュ
タ
イ
ン
関
係
文
書
」
と
し
て

憲
政
資
料
室
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
）。

　

そ
れ
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
の
日
本
へ
の
展

開
と
い
う
博
士
論
文
全
体
の
な
か
で
は
各
論
に
あ

た
る
研
究
の
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
、
い
つ
し
か
研

究
の
力
点
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
国
家
学
を
学
ん
で
実

際
に
明
治
国
制
の
構
築
に
あ
た
っ
た
伊
藤
博
文
そ

の
人
に
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
ろ
合
い
よ
く
、
坂
本

一
登
氏
に
よ
る
『
伊
藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
。
現
在
、
講
談
社

学
術
文
庫
）
が
刊
行
さ
れ
、
読
ん
だ
。
御
多
分
に

漏
れ
ず
、
伊
藤
博
文
な
ど
軽
薄
な
成
り
上
が
り
者

の
権
力
政
治
家
な
の
だ
ろ
う
と
そ
れ
ま
で
考
え
て

い
た
が
、
坂
本
氏
の
著
書
は
、
そ
の
よ
う
な
通

俗
的
か
つ
通
説
的
な
伊
藤
像
を
真
っ
向
か
ら
否
定

し
、
そ
の
独
自
の
政
治
指
導
と
国
家
構
想
が
論
じ

ら
れ
て
い
た
。
蒙
が
啓
か
れ
た
私
は
、
興
奮
し
な

が
ら
本
を
閉
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。そ
し
て
、

伊
藤
の
憲
法
調
査
を
軸
に
考
察
し
た
な
ら
ば
、
彼

の
思
想
性
や
憲
法
史
的
意
義
に
つ
い
て
よ
り
深
く

掘
り
下
げ
た
伊
藤
論
が
書
け
る
の
で
は
、
と
思
い

を
巡
ら
せ
た
。

　

研
究
生
活
は
、
人
生
そ
れ
自
体
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
偶
然
の
出
会
い
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
。
博
士
後
期
課
程
の
半
ば
で
、
私
が
学
ぶ

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
大
石
眞
先
生

と
伊
藤
之
雄
先
生
が
赴
任
さ
れ
、
私
の
日
本

史
研
究
へ
の
シ
フ
ト
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
大

石
先
生
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
憲
法
学
の
大
家
だ

が
、
憲
法
史
の
研
究
で
も
重
き
を
な
し
、
ち
ょ

う
ど
『
日
本
憲
法
史
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五

年
）
の
執
筆
を
進
め
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
そ
し
て
伊
藤
先
生
は
、
当
時
ま
だ
新
進
気

鋭
の
面
も
ち
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
後

続
々
と
世
に
送
り
出
さ
れ
る
日
本
近
現
代
史
の

大
著
を
髣
髴
さ
せ
る
自
信
と
馬
力
に
満
ち
溢
れ

て
い
た
。
後
に
大
作
『
伊
藤
博
文
』（
講
談
社
、

二
〇
〇
九
年
）
を
上
梓
さ
れ
る
よ
う
に
、
伊
藤

研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
。

　

勇
を
鼓
し
て
、
こ
の
二
人
の
先
生
の
大
学
院

の
授
業
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
本
来
な
ら

ば
、
博
士
論
文
の
完
成
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
を
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ

る
。
何
の
素
養
も
な
い
他
の
分
野
の
勉
強
を
始

め
る
な
ど
蛮
勇
で
し
か
な
か
っ
た
。
毎
回
の
授

業
の
準
備
に
追
わ
れ
、
自
分
の
研
究
は
一
時
棚

上
げ
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
許
さ
れ
た
の
は
、
指

導
教
授
で
あ
る
河
上
倫
逸
先
生
の
暖
か
い
御
理

解
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
河
上
先
生
は
、

ど
う
も
か
ね
て
よ
り
門
下
生
の
な
か
か
ら
日
本

の
こ
と
も
論
じ
ら
れ
る
比
較
法
史
家
を
輩
出
し

た
か
っ
た
ら
し
く
、
私
の
越
境
を
後
押
し
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
余
談
だ
が
、
博
士
課
程
三
年
の

ローレンツ・フォン・シュタイン
（Lorenz von Stein, 1815-1890）

※ 萩原延寿　歴史家（1926-2001）
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時
に
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
日
本
部

助
手
の
公
募
を
見
つ
け
て
、
応
じ
る
こ
と
を
勧

め
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
河
上
先
生
で
あ
る
。
私

に
と
っ
て
は
偶
然
だ
が
、
師
に
と
っ
て
は
周
到

な
計
画
の
産
物
だ
っ
た
の
か
。

　

話
が
飛
ん
だ
。
大
学
院
で
の
伊
藤
之
雄
先
生

の
授
業
で
講
読
し
た
の
が
、『
伊
藤
博
文
秘
録
』

（
正
・
続
）
で
あ
っ
た
。
伊
藤
先
生
は
驚
異
的

な
ス
ピ
ー
ド
で
大
量
の
一
次
史
料
（
未
公
刊
の

く
ず
し
字
史
料
）
を
読
み
こ
な
し
、
そ
の
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
と
学
殖
に
は
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ

た
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
先
生
の
授
業
で
得

た
最
大
の
収
穫
と
は
、
基
本
的
な
史
料
と
じ
っ

く
り
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
憲
政
資

料
室
に
足
繁
く
通
い
、
膨
大
な
原
史
料
を
収
集

し
て
読
解
さ
れ
て
い
く
後
ろ
姿
と
は
裏
腹
に
、

伊
藤
先
生
は
徒
に
新
出
の
史
料
を
振
り
か
ざ
し

て
奇
を
衒
っ
た
論
文
を
書
く
の
で
は
な
く
、
活

字
化
さ
れ
た
基
礎
的
な
史
料
を
し
っ
か
り
と
消

化
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
も
説
か
れ
た
。
そ
こ

で
、
授
業
で
は
、
く
ず
し
字
史
料
の
講
習
と
並

ん
で
、『
伊
藤
博
文
秘
録
』
の
講
読
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
先
生
の
授
業
に
出
ら
れ
た
の
は
、
博
士

課
程
最
終
年
度
の
一
年
間
だ
け
だ
っ
た
が
、『
伊

藤
博
文
秘
録
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
精
読
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
疑
い
も
な
く
私
の
研

究
者
人
生
の
転
換
点
と
な
り
、
今
で
も
原
点
で

あ
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
本
に
収
め
ら
れ
て
い

る
史
料
は
、そ
の
多
く
が
今
回
公
開
さ
れ
た
「
伊

藤
博
文
関
係
文
書
」
収
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
同
文
書
へ
の
手
引
き
で
あ
り
、
伊
藤
博

文
研
究
の
格
好
の
入
門
書
と
言
え
る
。
い
や
、

『
伊
藤
博
文
秘
録
』
を
通
読
せ
ず
し
て
、
伊
藤
を

語
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
、
伊
藤
博
文
な
る
政
治
家
が
何
を
考
え
て

い
た
か
、
何
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
た
か
が

彼
自
身
の
筆
で
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
歴
史

家
は
、
ま
ず
虚
心
坦
懐
に
そ
の
声
に
耳
傾
け
る

べ
き
だ
ろ
う
。
世
評
と
い
う
も
の
は
、
あ
く
ま

で
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
の
人
を
語
る
に
無

意
味
で
は
な
い
が
、
歴
史
学
は
あ
く
ま
で
確
か

な
史
料
に
立
脚
し
て
組
み
立
て
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
史
論
を
豊
か
に
す
る
ス

パ
イ
ス
に
過
ぎ
ず
、
逆
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
『
伊
藤
博
文
秘
録
』
の
講
読
を
通
じ
て
感
得

し
た
の
は
、
伊
藤
の
立
憲
指
導
者
と
し
て
の
覚

悟
と
自
信
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
や

は
り
明
治
十
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
憲
法
調
査
が
無
視
で
き
な
い
こ
と

が
確
信
で
き
た
。
そ
れ
ま
で
は
伊
藤
の
滞
欧
憲

法
調
査
と
い
え
ば
、
憲
法
起
草
者
と
し
て
の
箔

『伊藤博文秘録』平塚篤 著　春秋
社　昭和 4＜請求記号 594-18＞
伊藤家の文書を翻刻したもの
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付
け
の
た
め
だ
と
か
政
府
内
の
ド
イ
ツ
化
に
あ

わ
せ
た
ド
イ
ツ
主
義
者
へ
の
転
向
の
ポ
ー
ズ
と

見
な
さ
れ
て
き
た
。
中
身
の
な
い
表
面
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
理
解
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
伊
藤
博
文
秘
録
』
に
残
さ
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
調
査
時
の
い
く
つ
か
の
文
書

に
目
を
通
せ
ば
、
ま
た
「
伊
藤
文
書
」
の
な
か

の
関
連
史
料
も
渉
猟
す
れ
ば
、
こ
の
時
に
伊
藤

が
憲
法
の
制
定
に
つ
い
て
大
き
な
確
信
を
得
て

い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。『
続
伊
藤
博
文
秘

録
』
に
収
め
ら
れ
た
「
我
国
体
及
憲
法
論
」（
右

画
像
）
と
題
す
る
史
料
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
シ
ュ
タ
イ
ン

か
ら
の
講
義
を
受
け
て
書
き
留
め
た
覚
書
で
あ

る
。
そ
の
な
か
で
伊
藤
は
、「
憲
法
ハ
大
体
ノ

事
而
已
ニ
御
座
候
故
、
左
程
心
力
ヲ
労
ス
ル
程

ノ
事
モ
無
」
い
と
喝
破
し
、「
縦
令
如
何
様
ノ

好
憲
法
ヲ
設
立
ス
ル
モ
、
好
議
会
ヲ
開
設
ス
ル

モ
、
施
治
ノ
善
良
ナ
ラ
サ
ル
時
ハ
、
其
成
迹
見

ル
可
キ
者
ナ
キ
ハ
論
ヲ
俟
タ
ス
」
と
記
し
て
い

る
（
四
五
―
四
六
頁
）。

　

こ
こ
か
ら
明
瞭
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
伊

藤
は
憲
法
調
査
を
通
じ
て
、
憲
法
を
相
対
化
す

る
術
を
手
に
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
〝
国
制
〟

と
い
う
視
野
を
彼
が
得
た
こ
と
に
よ
り
可
能
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
タ
イ
ン
と
出
会
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
藤
は
立
憲
体
制
の
全
体

像
へ
と
目
を
開
か
れ
、
憲
法
と
い
う
法
典
を
制

定
し
て
も
、
そ
れ
を
支
え
る
行
政
の
働
き
が
な

け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

確
信
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
国
制
と
い
う

全
体
的
秩
序
の
も
と
で
、
議
会
、
政
府
、
天
皇

と
い
っ
た
国
家
を
構
成
す
る
諸
フ
ァ
ク
タ
ー
が

均
衡
し
連
携
す
る
こ
と
こ
そ
立
憲
制
度
の
真
髄

と
の
認
識
に
達
し
た
こ
と
は
、
伊
藤
を
名
実
と

も
に
「
立
憲
カ
リ
ス
マ
」
へ
と
脱
皮
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
伊
藤
に
と
っ
て
シ
ュ

タ
イ
ン
の
国
家
学
は
、
福
音
に
値
す
る
も
の

だ
っ
た
と
い
え
る
。
伊
藤
の
帰
国
後
に
「
シ
ュ

タ
イ
ン
詣
で
」
が
慫し
ょ
う
よ
う慂さ
れ
た
の
も
故
な
し
と

し
な
い
の
で
あ
る
。「
伊
藤
文
書
」
に
は
、「
シ
ュ

タ
イ
ン
詣
で
」
へ
の
伊
藤
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
示
す
史
料
が
あ
る
。
園
田
安
賢※

に
よ
る
「
ス

タ
イ
ン
氏
講
義
筆
記
」（
左
ペ
ー
ジ
画
像
）
で

あ
る
。
全
く
同
じ
史
料
を
私
も
も
っ
て
い
る
。

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
で
幕
末
期
か
ら
の
日

本
憲
法
学
関
係
文
献
の
収
集
家
と
し
て
著
名
な

宮
田
豊
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
る
（
宮

田
先
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
を
示
す
目
録

と
し
て
、
宮
田
豊
編
『
憲
法
書
目
』（
私
家
版
）

が
あ
る
）。「
伊
藤
文
書
」
の
園
田
筆
記
は
、
警

視
庁
の
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

警
察
官
僚
だ
っ
た
園
田
か
ら
伊
藤
へ
直
接
献
本

さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

て
、
私
の
手
元
の
も
の
は
、
京
都
府
警
察
本
部

伊藤博文書簡〔草稿〕（「我国体及憲法論」）
＜伊藤博文関係文書（その 1）書類の部 188＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031160

※ 園田安賢　警視総監・北海道庁長官などを歴任、のち実業家（1850-1924）
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の
用
紙
に
写
さ
れ
て
い
る
。
園
田
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
ノ
ー
ト
の
写

本
が
、
伊
藤
に
届
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
地
方

官
庁
に
お
い
て
も
回
し
読
み
さ
れ
て
い
た
わ
け

だ
。
の
み
な
ら
ず
、
全
く
同
じ
写
本
は
、
國
學

院
大
學
所
蔵
の
「
藤
波
家
文
書
」
に
も
認
め
ら

れ
る
。
同
家
の
藤
波
言
忠
は
、
明
治
天
皇
の
幼

少
か
ら
の
知
己
で
あ
り
、
伊
藤
の
意
を
受
け
て

ウ
ィ
ー
ン
で
シ
ュ
タ
イ
ン
の
講
義
を
受
け
、
帰

朝
後
そ
れ
を
天
皇
に
代
講
し
た
。
一
官
吏
の
持

ち
帰
っ
た
ノ
ー
ト
が
、
国
家
の
統
治
機
構
の

隅
々
に
浸
透
し
て
い
た
さ
ま
が
髣
髴
と
な
る
。

　

冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、「
伊
藤
文
書
」
の
全

て
の
史
料
が
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
、

近
代
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
大
変
な
朗
報
で
あ

り
、
私
の
よ
う
に
遠
方
に
い
る
者
へ
の
恩
恵
は

計
り
知
れ
な
い
。
引
き
続
き
、「
大
久
保
利
通

関
係
文
書
」
も
同
様
に
公
開
の
作
業
が
進
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
日
が
来
る
の
を
一
日

千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、

大
学
院
で
の
も
う
一
人
の
恩
師
で
あ
る
野
田
宣

雄
先
生
の
言
葉
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
政
治
史
の
泰
斗

で
あ
る
先
生
は
、
名
著
『
教
養
市
民
層
か
ら
ナ

チ
ズ
ム
へ
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八

年
）
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
今
か
ら
三
十
年
前

に
す
で
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
発
達
に
よ
る

歴
史
学
の
研
究
条
件
の
劇
的
な
変
化
へ
の
予
感
」

を
書
き
留
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

歴
史
学
界
の
瑣
末
主
義
が
加
速
す
る
こ
と
の
危

惧
を
先
生
は
常
々
語
っ
て
お
ら
れ
、「
新
し
い
史

料
に
も
と
づ
い
て
細
か
な
事
実
を
確
定
す
る
こ

と
よ
り
も
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
史
料
や
既
存
の

研
究
文
献
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
諸
事
実
を
新

し
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
整
序
づ
け
て
解

釈
し
な
お
す
こ
と
」
の
重
要
さ
を
説
か
れ
て
い

た
。私
な
り
に
言
い
か
え
れ
ば
、〝
歴
史
的
構
想
力
〟

の
必
要
性
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
危
惧
は
、
今
ま
さ
に
現
実
の
も

の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
マ
ル
チ
ア
ー
カ
イ
ブ
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の

前
に
は
無
限
に
開
か
れ
た
史
料
の
海
が
広
が
っ

て
い
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
放
た
れ
た
研
究
者
に

は
、
果
た
し
て
い
か
な
る
航
海
の
目
的
地
や
行

く
手
を
示
す
海
図
が
あ
る
の
か
。
史
料
の
荒
波

の
な
か
で
漂
流
を
続
け
る
の
み
と
な
ら
な
い
か
。

あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
明
敏
に
先
読

み
し
、
史
料
研
究
の
お
ち
い
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を

見
越
し
て
、
思
弁
的
な
だ
け
の
衒
学
的
な
歴
史

解
説
が
跋
扈
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
も
、
人
文
社
会
学

に
と
っ
て
は
現
実
に
目
を
閉
ざ
し
た
屈
服
で
し

か
な
い
。
私
は
、
人
間
が
歴
史
を
語
る
こ
と
と

は
、
そ
の
社
会
の
共
生
の
あ
り
方
を
構
想
し
根

拠
づ
け
る
営
み
と
底
辺
で
む
ず
び
つ
い
て
い
る

と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
化
社
会

が
も
た
ら
す
史
料
の
大
海
原
で
確
か
な
航
海
が

続
け
ら
れ
る
た
め
の
〝
歴
史
的
構
想
力
〟
の
源

泉
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

スタイン氏講義筆記＜伊藤博文関係文書（そ
の 1）書類の部 234＞ 
h t tp ://d l .nd l . go . jp/ in fo :nd l j p/
pid/11031984
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伊
藤
博
文
（
一
八
四
一
～
一
九
〇
九
）

は
い
わ
ず
と
知
れ
た
、
日
本
の
初
代
内
閣

総
理
大
臣
で
す
。
明
治
初
年
に
政
府
に
出

仕
し
た
の
ち
、
明
治
新
政
府
の
も
と
で
参

議
、
工
部
卿
、
内
務
卿
、
枢
密
院
議
長
を

歴
任
す
る
な
ど
、
一
貫
し
て
日
本
の
政
治

の
中
枢
に
身
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の

伊
藤
が
所
蔵
し
て
い
た
文
書
は
様
々
な
機

関
な
ど
に
遺
さ
れ
、
日
本
近
代
史
研
究
に

と
っ
て
第
一
級
の
史
料
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
表
に
は
、
現
存
す
る
主
な

伊
藤
博
文
旧
蔵
資
料
の
概
要
、
刊
行
さ
れ

た
翻
刻
・
影
印
版
の
有
無
な
ど
を
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
刊
行

物
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
た
デ

ジ
タ
ル
画
像
を
利
用
す
れ
ば
、
も
は
や
各

所
蔵
機
関
に
出
向
か
な
く
て
も
、
そ
の
大

部
分
の
内
容
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

当
館
への
受
け
入
れ

　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
あ
る
憲

政
資
料
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
五
〇
〇
人
以

上
の
政
治
家
・
官
僚
な
ど
の
旧
蔵
資
料
の

収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
昭
和

二
五
年（
１
）
に
受
け
入
れ
た
「
伊
藤
博
文
関
係

文
書
（
そ
の
一
）」（
以
下
、
伊
藤
文
書
）

は
そ
の
第
一
号
に
あ
た
り
、
憲
政
資
料
室

を
代
表
す
る
文
書
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

本
文
書
を
受
け
入
れ
た
当
時
は
当
館
の

草
創
期
に
あ
た
り
、
初
代
館
長
で
あ
る
金

森
徳
次
郎
は
み
ず
か
ら
資
料
所
有
者
に
面

会
し
て
当
館
へ
の
資
料
提
供
を
交
渉
す
る

算
段
を
つ
け
る
な
ど
、
収
集
活
動
に
意
欲

的
で
し
た
。

　

近
年
、
そ
ん
な
金
森
館
長
と
伊
藤
家
を

繋
い
だ
の
が
、
の
ち
の
参
議
院
議
長
・
河

井
弥
八
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

河
井
の
昭
和
二
四
年
七
月
二
三
日
の
日
記

に
、
次
の
記
述
が
み
ら
れ
ま
す（
２
）。

一
時
半　

金
森
国
会
図
書
館
長
を
訪
問
し
、

伊
藤
公
文
書
を
国
会
図
書
館
へ
収
容
せ
ら

れ
ん
こ
と
を
求
む
。
館
長
は
之
を
諾
し
、

受
入
整
理
部
長
岡
田
温
氏
を
紹
介
せ
ら
る
。

凡
て
内
田
［
明
］
分
館
長
の
配
慮
に
依
る

こ
と
多
し
。
右
の
こ
と
を
伊
藤
博
精
氏
へ

伊
藤
博
文
関
係
文
書
の
世
界

憲政資料室から
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通
報
す
。

　

か
く
し
て
、
同
年
一
一
月
一
四
日
に
は
、
静

岡
県
庵
原
郡
興
津
町
か
ら
資
料
四
箱
（
ト
ラ

ン
ク
、
茶
箱
）
な
ど
が
、
第
一
便
と
し
て
当

館
に
到
着
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
ま
で

　

伊
藤
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
当
館
が
行
っ

た
憲
政
資
料
の
大
規
模
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
端

緒
で
す
。
実
際
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
は
外

部
委
託
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
は
い
え
、
デ

ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
に
至
る
ま
で
に
は
様
々

な
過
程
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
を
兼
ね
、
伊

藤
文
書
の
「
書
類
の
部
」
の
目
録
を
新
し
く

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
伊
藤
文
書
に
は
、
戦
前
の
目
録

を
参
考
に
作
成
さ
れ
た
、
簡
略
な
仮
目
録
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
憲
政
資
料
室
を
代

表
す
る
文
書
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

状
態
が
そ
の
後
も
長
く
続
い
て
し
ま
っ
た
の

に
は
、
い
ず
れ
は
よ
り
立
派
な
、
詳
細
な
目

録
を
作
成
し
た
い
と
い
う
先
人
た
ち
の
強
い

思
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
実
、

手
書
き
の
カ
ー
ド
目
録（
３
）
を
は
じ
め
、
目
録
の

主な
伊藤博文
旧蔵資料

原本の所蔵 概要 翻刻・影印版・デジタル公開

伊 藤 博 文
関 係 文 書

（その 1）

国立国会図
書館憲政資
料室

大部分を昭和 25 年に伊藤家より受け入れ。
【書簡の部】
約 5,500 通。主に伊藤博文宛の書簡。発信者は
500 名を超える。

【書類の部】
約 1,000 点。立憲政体樹立に関する資料や外
交関係資料、伊藤博文自筆の覚書、書簡草稿、
意見書、詔書などの案文等が含まれる。主に
明治初年から40年代にかけての書類から成る。

【書簡の部】 
『伊藤博文関係文書』全 9 巻（伊藤博文関係文書研究会、
塙書房、1973 〜 1981）で翻刻。

【書類の部】
①国立国会図書館デジタルコレクションで全点公開

（一部は館内限定公開）。
②伊藤博文自筆の書類については、多くが『伊藤博文
秘録』正・続（平塚篤編、春秋社、1929 〜 1930）お
よび『滄浪閣残筆』（伊藤博精編、八洲書房、1938）
で翻刻。

伊 藤 博 文
関 係 文 書

（その 2）

国立国会図
書館憲政資
料室

平成 10 年に古美術商より購入。
【書簡の部】 
114 通。主に伊藤博文宛の書簡。94 名からの
来簡。

【書類の部】18 点。岩倉使節団随行中のプロシ
ア滞在日記などを含む。

一部は国立国会図書館デジタルコレクションで公開。

秘書類纂 宮内庁書陵
部、伊藤家

大正 6 年に伊藤家より受け入れ。
「憲法」「議会」「日清戦争」など、18 の主題に
分類された 127 冊の冊子から成る。各冊子に
は意見書・報告書、詔書・条約の案文など多
岐にわたる書類が綴じ込まれており、年代は
主に明治 10 ～ 20 年代のものである。「大津事
変」についての 1 冊のみ、伊藤家が保有する。

①『秘書類纂』全 24 巻（秘書類纂刊行会、1933 〜
1936）で翻刻。ただし、憲法分野の翻刻は『憲法資料』
上中下巻（憲法資料刊行会、1934）として別に刊行さ
れた。のちに、合わせて『明治百年史叢書』（原書房、
1969 〜 1970）のなかで復刻刊行された。 
※「大津事変」についての 1 冊は未収録
②『伊藤博文文書』全 127 巻（檜山幸夫 総編集、伊
藤博文文書研究会 監修、ゆまに書房、2007 ～ 2015）
に「秘書類纂」全冊の影印版。

伊 藤 公 雑
纂

宮 内 庁 書 陵
部

大正 6 年に伊藤家より受け入れ。
全 14 冊。憲法・皇室典範制定関係の書類。

①『秘書類纂　雑纂』其 1 ～ 4（秘書類纂刊行会、
1936）の中で一部翻刻。
②『伊藤博文文書　Ⅱ』全 14 巻（檜山幸夫 総編
集、伊藤博文文書研究会 監修、ゆまに書房、2015 ～
2016）に「伊藤公雑纂」全冊の影印版。
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完
成
を
目
指
し
た
入
念
な
準
備
作
業
の
痕

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
目
録
は
、
そ
ん
な
先
人
た
ち
の

想
い
を
受
け
継
ご
う
と
し
た
も
の
で
す
。

書
類
一
点
ず
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
採
録
し
、

年
代
な
ど
、
従
来
よ
り
も
は
る
か
に
詳
細

な
目
録
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
委
託
に
よ
る
ス
キ
ャ
ニ
ン

グ
作
業
に
先
立
ち
、
当
館
の
資
料
保
存
課

職
員
が
二
〇
〇
点
近
い
資
料
の
補
修
を
行

い
ま
し
た
。
原
本
の
原
型
を
保
ち
つ
つ
、

画
像
の
可
読
性
を
確
保
す
る
と
い
う
方
針

の
も
と
、
補
修
を
進
め
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
続
い
て
は
、
資
料
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
た
め
の
著
作

権
確
認
に
も
非
常
に
手
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
憲
政
資
料
は
一
般
的
な

刊
行
物
と
は
異
な
り
、
手
書
き
（
場
合
に

よ
っ
て
は
く
ず
し
字
）
の
も
の
が
多
く
、

そ
の
中
か
ら
人
名
を
探
し
出
し
、
さ
ら
に

著
作
権
が
存
続
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

査
す
る
か
ら
で
す
。

　

そ
う
し
て
公
開
で
き
た
画
像
は
、
高
精

細
な
フ
ル
カ
ラ
ー
画
像
で
す
。
薄
い
鉛
筆

や
朱
筆
を
使
っ
た
細
か
い
書
き
込
み
ま
で

容
易
に
確
認
で
き
、
よ
り
多
く
の
情
報
と

と
も
に
個
々
の
資
料
の
も
つ
雰
囲
気
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伊
藤
文
書
は
余
り
も
の
な
の
か

　

つ
ぎ
に
伊
藤
文
書
の
特
徴
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
伊
藤
の
旧
蔵
資
料
と

し
て
共
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
「
秘

書
類
纂
」（
前
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）
と
簡
単

に
比
較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宮
内
庁
が
所
蔵
す
る
「
秘
書
類
纂
」
は
、

明
治
三
〇
年
頃
、
伊
藤
が
自
分
の
公
務
の

参
考
と
す
る
た
め
、
み
ず
か
ら
の
手
元
に

あ
っ
た
各
種
書
類
を
秘
書
に
命
じ
て
編
纂

さ
せ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
伊
藤
自
身
に
よ
る
折
り
紙

つ
き
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
当
館
所
蔵
の
伊
藤
文
書
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
同
じ

く
伊
藤
の
手
元
に
あ
り
な
が
ら
、「
秘
書
類

纂
」
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
落
穂
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
文
書
全
体
を
眺
め
て
み
る
と
、

そ
う
と
ば
か
り
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
歴
史

史
料
と
し
て
の
重
要
性
で
は
ひ
け
を
取
ら

1 黒田清隆伯乱酔詫状ノ代筆
伊藤博文筆　松方正義宛〔明治 18 年〕12 月9 日
＜伊藤博文関係文書（その１）書類の部 130＞

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031103

薩摩閥の重鎮、黒田清隆の酒乱癖は当時有名であった。同郷の松方
正義（大蔵卿）への書簡には、黒田が井上馨（外務卿）と飲んだ際
に泥酔してしまい、暴れた上に三条実美（太政大臣）からの呼び出し
にも応じず、のちに双方に謝罪に行った顛末を記している。当時の詳し
い状況は不明ながら、黒田の相談を受けた伊藤が代筆したものといわ
れる。

▲（赤線部分）遂ニ大酩酊例之酔狂毎之通相発し▲（赤線部分）人事不通



13 国立国会図書館月報 696 号 2019.4

な
い
も
の
で
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
以
下
の
三
点
を
あ
げ
ま
す
。

　

ひ
と
つ
め
は
、
五
、五
〇
〇
通
を
超
え
る

書
簡
（
主
に
私
信
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
で

す（
４
）。
こ
れ
は
「
秘
書
類
纂
」
に
は
な
い
伊

藤
文
書
の
大
き
な
特
色
で
す
。
伊
藤
は
生

前
「
書
簡
は
人
間
史
の
記
録
で
あ
る（
５
）
」
と

語
り
、
受
け
取
っ
た
書
簡
を
大
切
に
保
管

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
公
的
な
文
書

に
は
残
ら
な
い
、
歴
史
を
動
か
し
た
人
間

た
ち
の
生
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
資
料
の
年
代
の
幅
が
広
い
こ
と

で
す
。「
秘
書
類
纂
」
に
含
ま
れ
る
資
料
の

作
成
年
代
が
明
治
一
〇
～
二
〇
年
代
に
集

中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
伊
藤
文
書
に
は
、

書
簡
・
書
類
と
も
に
明
治
初
年
か
ら
四
〇

年
代
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
文
書

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
期

に
わ
た
る
伊
藤
の
活
動
の
軌
跡
を
追
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
伊
藤
自
身
に
と
っ
て
も
記
念

碑
的
な
重
要
性
を
持
つ
文
書
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば

「
立
憲
政
体
調
査
ニ
ツ
キ
特
派
理
事
欧
洲
派

遣
ノ
勅
書
」（
写
真
2
）
や
「
大
日
本
帝
国

憲
法
（
浄
写
三
月
案
）」（
写
真
3
）
が
そ

れ
に
当
た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
憲
法
制

定
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
伊
藤
が
、

思
い
入
れ
を
も
っ
て
手
元
に
残
し
た
資
料

に
思
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、伊
藤
文
書
は
「
秘
書
類
纂
」

と
は
異
な
っ
た
特
徴
を
持
つ
、
貴
重
な
歴

史
史
料
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
伊
藤
が
生
前
に
作
成
、

入
手
し
た
で
あ
ろ
う
資
料
は
膨
大
で
、
そ

の
全
て
が
現
存
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
伊
藤
の
意
図
が
ど
の
よ
う
に
影
響

し
た
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
に
も
注
目
し
て

資
料
を
眺
め
て
み
る
の
も
、
面
白
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

政
治
史
料
課
）

2 立憲政体調査ニツキ特派理事欧洲派遣ノ勅書
＜伊藤博文関係文書（その１）書類の部 209-1＞

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3860374

憲法制定に先立ち、日本における立憲制度の樹立のため、
伊藤博文にヨーロッパでの調査を命じた勅書。これを受け
て伊藤は 1 年 2 か月にわたり、ドイツ、オーストリアなど各
国を巡り、グナイスト（Rudolf von Gneist）やシュタイン

（Lorenz von Stein）ら現地の大学教授の講義を受けて
研鑽を積むことになった。

3 大日本帝国憲法（浄写三月
案）
＜伊藤博文関係文書（その１）
書類の部 233＞

h t t p : / / d l . n d l . g o . j p /
info:ndljp/pid/3947464

憲法の推敲の最終段階に入っ
た明治 21 年 3 月に改めて浄
写した草案。表紙には「博文」
の署名があり、伊藤はこれを持
参して枢密院の審議に臨んだと
いわれている。

1 一部は前後の年に受け入れ
2『河井弥八日記 戦後篇 2』河井弥八 
[ 著 ], 尚友倶楽部 , 中園裕 , 内藤一成 , 
村井良太 , 奈良岡聰智 , 小宮京 編 . 信山
社出版 , 2016.  p.251
3 鳥海靖氏、沼田哲氏（両名とも近代史
研究者・元国立国会図書館客員調査員）
作成。
4 今回、全点をデジタル化したのは書類の
部のみ。
5 『伊藤博文直話』（伊藤博文 [ 著 ], 小
松緑 [ 編 ], 千倉書房 , 1936）p.280
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4 明治六年大久保参議起草政体ニ関スル意見書
＜伊藤博文関係文書（その 1）書簡の部 503＞

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3860362

征韓論争による明治 6 年の政変ののち、政体整備を担うことになった
伊藤博文らに対し、大久保利通が参考として提出した意見書。

７ 西巡日記 明治 18 年 2 月28日 ～ 4 月18日
＜伊藤博文関係文書（その１）書類の部 203＞

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031173

朝鮮撤兵に関する天津条約が結ばれた際の伊藤の日
記。伊藤は全権大使として清国全権の李鴻章との協
議に臨んだ。日記は横浜出発から条約調印までを記
録する。

（右）５ 工業関係書類一　建築首長ボーイル氏　中仙道筋鉄道建築見込
書 明治 7 年 2 月18日
＜伊藤博文関係文書（その 1）書類の部 272-9＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031540

（左）６ 鉄道関係書類 . 中仙道鉄道線取調書 明治 4 年 5 月
＜伊藤博文関係文書（その 1）書類の部 274-12＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031567

明治初年からの課題だった東京・京都を結ぶ幹線鉄道の建設ルートについ
て、明治１９年、当時首相だった伊藤が中山道から東海道に変更した。これ
らはその決定を下す際に集められた資料と思われる。
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（右）8 ルードルフ氏　行政裁判論 . 第五章 
＜伊藤博文関係文書（その１）書類の部 258-1＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031469

（左）9 ルードルフ氏　行政裁判論 . 第七章 
＜伊藤博文関係文書（その１）書類の部 258-2＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031470

（中）参考　ルードルフ氏　行政裁判論 . 第六章
（『伊藤博文文書』41 巻（檜山幸夫 総編集、伊藤博文文書研究
会 監修、ゆまに書房、2011< 請求記号 GB631-J69>）

同じシリーズと思われる資料のうち、第五章と第七章が当館の伊藤博
文関係文書に含まれ、第六章が秘書類纂に含まれる。

10 明治二十七年　易占
＜伊藤博文関係文書（その１）書類の部 341＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3856357

明治 27 年の運勢を皇国、内閣、豊凶、各要人などの
テーマごとに占っている。当時の最大の関心事であった
条約改正についても占っており、結果は物事を進めるべ
きではないとされる凶運であった。しかし、実際にはこ
の年に条約改正交渉に初めて成功し、領事裁判権の
撤廃と関税自主権の一部回復が約束された。同年には
日清戦争も開戦している。この年の占いだけが遺された
のは、当時首相だった伊藤にとっても忘れられない年だっ
たということであろうか。

11 伊藤博文統監辞職願控
＜伊藤博文関係文書（その１）書類の部 393＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11031287

明治 38 年 12 月に初代韓国統監になった伊藤博文は、明治 42 年 5 月に統監
辞任願を奉呈した。そのときの控かと思われる。

〇参考文献

『伊藤博文文書』（檜山幸夫 総編集、伊藤博文文
書研究会 監修、ゆまに書房、2007 ～ 2015）

『伊藤博文文書　Ⅱ』（檜山幸夫 総編集、伊藤博文
文書研究会 監修、ゆまに書房、2015 ～ 2016）

二宮三郎「憲政資料室前史（上）」『参考書誌研究』
43 号 1993.9

『河井弥八日記 戦後篇 2』河井弥八 [ 著 ], 尚友倶
楽部 , 中園裕 , 内藤一成 , 村井良太 , 奈良岡聰智 , 
小宮京 編 . 信山社出版 , 2016.
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12 支配向明き跡取人其外之儀ニ付相伺候書付（海軍歴史資
料 写） ＜勝海舟関係文書 12-73＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11221848

　

勝
海
舟
（
一
八
二
三
～
一
八
九
九
）
と

い
え
ば
、
太
平
洋
横
断
を
行
っ
た
咸
臨
丸

に
艦
長
と
し
て
乗
船
し
、
戊
辰
戦
争
で
は

西
郷
隆
盛
と
会
談
し
て
江
戸
城
を
無
血
開

城
に
導
い
た
こ
と
で
有
名
な
人
物
で
す
。

勝
は
明
治
維
新
後
に
『
海
軍
歴
史
』（
海

軍
省
、
一
八
八
九
）
な
ど
の
歴
史
資
料
集

を
著
し
ま
し
た
が
、
こ
の
執
筆
の
た
め
の

取
材
資
料
と
み
ら
れ
る
江
戸
時
代
の
政
務

資
料
や
書
籍
な
ど
が
当
館
の
勝
海
舟
関
係

文
書
に
は
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
全

七
五
三
点
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。
大

半
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
ま
す

（
一
部
の
資
料
は
館
内
限
定
公
開
）。

　

写
真
12
の
「
支
配
向
明
き
跡
取
人
其
外

之
儀
ニ
付
相
伺
候
書
付
」（〔
海
軍
歴
史
資

料　

写
〕）
と
い
う
表
題
が
付
さ
れ
た
資
料

は
、
幕
府
海
軍
内
部
で
作
成
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
資
料
の
一
つ
で
、
幕
末
の
身
分
制

度
の
な
か
で
、
海
軍
が
採
っ
て
い
た
能
力

主
義
の
様
相
を
窺
わ
せ
る
興
味
深
い
も
の

で
す
。

　

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
閏
五
月
二
五

日
に
老
中
へ
提
出
さ
れ
た
伺
い
書
の
案
文

と
み
ら
れ
る
こ
の
資
料
に
は
、
海
軍
を
統

轄
す
る
軍
艦
奉
行
の
配
下
に
欠
員
が
生
じ

た
際
の
補
充
に
関
す
る
要
望
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
時
、
西
洋
の
新
し
い
知
識
・
技
術
を

導
入
す
る
必
要
の
あ
っ
た
海
軍
で
は
、
個

人
の
技
能
を
重
視
し
た
任
用
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
伺
い
書
案
に
よ
れ
ば
、「
御

船
諸
器
械
其
外
等
」
を
取
り
扱
う
に
は
「
各

国
之
語
」
を
一
通
り
弁わ
き
ま
え
て
い
な
け
れ
ば

務
ま
ら
な
い
等
の
理
由
で
、
事
前
の
現
場

に
よ
る
人
選
、
推
挙
が
認
め
ら
れ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
伺
い
書
案
で
は
、
海
軍
で
特
定
の

技
能
を
持
っ
た
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
説
き
、
現
場
の
意
向
を
反
映
さ

せ
た
能
力
主
義
的
な
任
用
制
度
の
維
持
を

求
め
て
い
ま
す
。

�

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

政
治
史
料
課
）

勝
海
舟
の
旧
蔵
資
料
紹
介

―
新
規
公
開
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
か
ら
―
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13 海舟自画賛
＜勝海舟関係文書 43＞
h t t p : / / d l . n d l . g o . j p /
info:ndljp/pid/8737531

14 熕
こうほう

礮用
ようほう

法　下（ステルキ[ 刊 ]、杉田信 ( 成卿 )[ 訳 ]、〔弘
化 4 年 10 月〕）＜勝海舟関係文書 58-3＞
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11222206
オランダの軍事書籍を邦訳したもの。独特の字体で書かれ
ている。

▲（赤線部分）自余之俗事／役与違ひ御船諸器械其外等
取扱候ニ者各国之語をも／一ト通り者相弁候有志之者ニ
無御座候而者　

国立国会図書館デジタルコレクションでみると…
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法
規
係
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
内
の
ル
ー
ル
で
あ
る

規
則
類
の
立
案
や
、
館
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
法
令
・
規
則

類
に
関
す
る
質
問
へ
の
対
応
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
当
然
で

す
が
ル
ー
ル
が
必
要
で
す
。
実
際
、
国
立
国
会
図
書
館
に

関
係
す
る
法
規
を
ま
と
め
た『
国
立
国
会
図
書
館
法
規
集
』

（
平
成
30
年
度
版
。
法
規
係
編
集
）
に
は
、
国
立
国
会
図

書
館
法
、
国
会
法
、
著
作
権
法
等
の
法
律
や
数
多
く
の
規

則
類
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
図
書
館
ら
し
い

規
則
類
と
し
て
は
、
図
書
館
資
料
の
利
用
方
法
に
関
す
る

規
則
（
資
料
利
用
規
則
等
）、
複
写
料
金
に
関
す
る
も
の
、

資
料
収
集
や
貴
重
書
の
指
定
基
準
の
ほ
か
、
図
書
館
資
料

の
標
示
・
分
類
（
蔵
書
印
の
様
式
の
定
め
等
）、
和
漢
書

や
洋
書
の
扱
い
の
区
分
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
法
規
係
は
、
こ
の
よ
う
な
種
々
の
ル
ー
ル
の
策
定

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
は
、
著
作
権
法
の
改
正
や
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条
約※

 

の
日
本
に
お
け
る
効
力
発
生
に
よ
り
、
国
立
国
会
図
書
館

は
、
外
国
の
図
書
館
等
に
対
し
て
、
絶
版
等
の
理
由
で
入

手
が
困
難
な
図
書
館
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
送
信
す
る

こ
と
（「
図
書
館
送
信
」）
や
、
外
国
の
視
覚
障
害
者
の
方

や
図
書
館
等
に
対
し
て
、
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ
（
音

声
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
デ
ー
タ
、
点
字
デ
ー
タ
等
）
を
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
国
内
で
実

施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
海
外
に
も
広
が
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
、
外
国
の
図
書
館
等
が
デ
ー
タ

を
受
信
す
る
た
め
の
手
続
を
中
心
に
、
先
に
述
べ
た
資
料

利
用
規
則
等
の
改
正
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
各
部
署
と
の
調
整
や
、
文
化
庁
や
外
務
省
に

対
す
る
著
作
権
法
や
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条
約
の
解
釈
の
確
認
を

行
っ
た
上
、
利
用
者
の
便
宜
、
著
作
物
の
保
護
及
び
こ
れ

ま
で
の
規
定
と
の
整
合
性
等
の
観
点
か
ら
、
文
言
の
書
き

ぶ
り
や
条
項
の
配
置
・
構
成
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
し
、
改

正
案
文
を
立
案
し
ま
し
た
。
衆
議
院
法
制
局
で
の
審
査
を

経
て
、
今
年
２
月
に
は
改
正
後
の
資
料
利
用
規
則
等
が
無

事
施
行
さ
れ
、ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、

外
国
と
の
図
書
館
資
料
を
通
じ
た
交
流
が
更
に
活
発
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

  

国
立
国
会
図
書
館
の
業
務
は
様
々
な
ル
ー
ル
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
規
係
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
直

接
提
供
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
種
々
の
ル
ー
ル

の
制
定
や
法
規
に
関
す
る
質
問
へ
の
対
応
等
を
通
じ
て
、

今
後
も
間
接
的
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

（
総
務
課
法
規
係　

糖
質
制
限
中
）

※ 

盲
人
、
視
覚
障
害
者
そ
の
他
の
印
刷
物
の
判
読
に
障
害
の
あ
る
者

が
発
行
さ
れ
た
著
作
物
を
利
用
す
る
機
会
を
促
進
す
る
た
め
の
マ
ラ

ケ
シ
ュ
条
約

ルール作りの現場から

法規集に付箋をつけながら…



最終回

こんにちワン！　カーネ（CANE）です。

「What's 書誌調整 ふたたび」も今回で最後。ちょっと寂しいワ

ン。でも、最終回らしく、スケールの大きなお話だよ。これま

で勉強してきた、国立国会図書館（以下、NDL）の書誌データ

や典拠データが、世界で活躍してるんだって。

先生、最後までよろしくお願いしますワン！

日本から世界へ～

データの相互運用性

書誌調整
What's

ふ
た
た
び

カーネ

先
生
：
カ
ー
ネ
、
連
載
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー１

を
読
み
返
し

て
い
る
ん
だ
ね
。
復
習
と
は
感
心
、
感
心
。

カ
ー
ネ
：
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
ワ
ン
。

先
生
：
振
り
返
っ
て
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

カ
ー
ネ
：
…
…
う
ー
ん
、
書
誌
デ
ー
タ
や
典
拠
デ
ー
タ
が

標
準
的
な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
作
ら
れ
て
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
処
理
し
や
す
い
形
式
で
あ
る
こ
と
が
繰
り

返
し
出
て
き
た
け
ど
、
そ
う
す
る
と
、
ど
ん
な
嬉
し
い

こ
と
が
あ
る
の
？

先
生
：
国
際
標
準
に
基
づ
い
た
形
式
や
内
容
で
デ
ー
タ

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
国
内
、
さ
ら
に
世

界
中
の
図
書
館
な
ど
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
と
連
携
で
き

る
、
つ
ま
り
「
相
互
運
用
」
で
き
る
ん
で
す
よ
。
そ
う

す
れ
ば
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ー
タ
が
さ
ら
に
便
利
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

	

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
重
要
な
任
務
の
一
つ
に
、
他
の
図
書
館
や
関

係
機
関
と
の
連
携
協
力
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
協
力
と

い
う
と
、
本
の
貸
し
借
り
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
協
力

な
ど
が
一
般
的
で
す
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
世
界
の
関
係
機

関
に
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
世
界
中
で
便
利
に
使
っ
て
も

ら
う
、
と
い
う
協
力
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
世
界
中
？　

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
提
供
し
て
い
る

の
？

先生

あ
り
ま
す
の
で
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い（

４
）。

カ
ー
ネ
：
は
ー
い
。

先
生
：
全
国
書
誌
デ
ー
タ
は
日
本
の
出
版
状
況
、
ひ
い
て
は

社
会
や
文
化
活
動
を
反
映
す
る
鏡
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

新
し
い
出
版
形
態
や
技
術
の
進
歩
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
か

ら
も
、
全
国
書
誌
デ
ー
タ
の
形
や
提
供
方
法
は
、
変
化
し

続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

カ
ー
ネ
：
全
国
書
誌
デ
ー
タ
は
、
図
書
館
で
本
を
探
す
人
に

も
、
図
書
館
で
働
い
て
い
る
人
に
も
、
ウ
ェ
ブ
上
で
資
料

を
探
す
人
に
も
、
役
に
立
つ
ん
だ
ね
。
先
生
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1	 NDL-Bibの「全国書誌データ提供サービス」の画面（http://ndl-bib.ndl.

go.jp/F?func=find-c-0&local_base=gu_nz）で、「全国書誌」に日付を入

れて検索すると、その日に書誌作成が完了した書誌データの一覧が表示されます。

2	 以下のＵＲＬで、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ	Excel 等を利用したツールを提供しています。	

国立国会図書館サーチリンク集＞2.	図書館員向けツール	
http://iss.ＮＤＬ.go.jp/information/link/#23	 全国書誌（電子書籍・電子雑誌編）には、①オンライン資料収集により2013

年 7月1日以降にＮＤＬが収集した、インターネット上で公開された電子情報で、

図書や逐次刊行物に相当するもの。現在は無償かつDRM( 技術的制限手段 )

のないものが対象。②国立国会図書館インターネット資料収集保存事業（WARP）

で収集された公的機関等のウェブサイトから白書、年鑑、報告書を切り出したも

の、のメタデータが収録されています。4	 使う、つなげる：国立国会図書館のLinked	Open	Data(LOD)とは（http://

www.ＮＤＬ.go.jp/jp/aboutus/standards/lod.html）

自館の図書館システム

NDLサーチのデータベース

検
索
用
Ａ
Ｐ
Ｉ

自館の
データベース

取得した
書誌データ

NDL書誌
データ取込

○×図書館システム
----------------------:--,-----, ----------------------------------

検索

取込

表示

自館の
データベース

MARC形式でダウンロード

NDL-
Bib

自館の図書館システム

NDL書誌
データ取込

○×図書館システム
----------------------:--,-----, ----------------------------------

検索

表示

取込

ＮＤＬ- Ｂｉｂからのダウンロードファイルを利用する場合

ＮＤＬサーチの API に対応した図書館システムでデータを利用する場合

自館の図書館システムを検索すると、NDLサーチの全国書
誌データが自動で取得されます。図書館の職員がファイルを
ダウンロードしてシステムに取込む手間がかかりません。

NDL-Ｂｉｂでは、図書館システムで利用しやすいMARC 形
式等 6つの形式でデータをダウンロードできます。多様な検
索項目で入手したいデータを探せます。
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カ
ー
ネ
：
う
ん
！
　
小
さ
な
星
の
王
子
さ
ま
の
話
だ
ね
。

先
生
：
こ
れ
は
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ

ペ
リ
に
よ
る“

Le petit prince”

と
い
う
作
品
の
日
本

語
訳
で
す
。
原
作
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、日
本
語
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
訳

に
は
、『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
ほ
か
に
も
、『
ち
い
さ
な

王
子
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

本
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
朗
読
Ｃ
Ｄ
な
ど
も
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、

「
著
作
」、「
表
現
形
」、「
体
現
形
」、「
個
別
資
料
」
と
い

う
四
つ
の
「
実
体
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、「
著

作
」
は
、
漠
然
と
作
品
を
示
す
も
の
で
、
ま
だ
作
者
の

頭
の
中
に
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て

く
だ
さ
い
。

カ
ー
ネ
：
ぼ
く
た
ち
は
、
ま
だ
見
た
り
聴
い
た
り
で
き
な

い
っ
て
こ
と
？

先
生：
そ
う
で
す
ね
。
こ
の「
著
作
」を
、文
字
や
音
声
な
ど
、

何
ら
か
の
形
で
表
現
し
た
も
の
が
、「
表
現
形
」
で
す
。

た
と
え
ば
、
原
作
の
フ
ラ
ン
ス
語
、
日
本
語
や
英
語
に

よ
る
翻
訳
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
よ
る
表
現

ご
と
に
、
こ
の“

Le petit prince”

の
「
表
現
形
」
は

存
在
し
ま
す
。

カ
ー
ネ
：「
表
現
形
」
も
、
ま
だ
、
実
際
に
見
た
り
聴
い
た

り
で
き
な
い
ん
だ
ね
？

先
生
：
そ
う
、
こ
の
「
表
現
形
」
を
具
体
化
し
た
も
の
、

つ
ま
り
、
紙
の
本
や
Ｃ
Ｄ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
媒
体
に

し
た
も
の
が
、「
体
現
形
」
で
す
。
図
書
館
の
書
誌
デ
ー

タ
は
、
主
に
こ
の
「
体
現
形
」
に
対
し
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
単
行
本
や
文
庫
本
な
ど
の
出
版
形
態
の
違
い
も
、

「
体
現
形
」
で
表
さ
れ
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
ぼ
く
が
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
で
『
星
の

王
子
さ
ま
』
を
検
索
し
た
と
き
に
見
て
い
る
デ
ー
タ
は
、

「
体
現
形
」
っ
て
い
う
こ
と
？

先
生
：
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
所
蔵

し
て
い
る
そ
の
本
と
同
じ
も
の
が
、
近
所
の
本
屋
さ
ん

に
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
「
体
現
形
」

の
1
冊
1
冊
が
、「
個
別
資
料
」
と
よ
ば
れ
ま
す
。

日本語訳

音声

フランス語

テキスト

À LÉON …

レ
オ
ン…

ハードカバー

（フランス語）

単行本

（日本語訳A）

文庫本

（日本語訳A）

CD

（日本語訳）

所蔵機関（図書館、家、学校など）

個別資料

レ
オ
ン…

日本語訳A

テキスト

日本語訳B

テキスト

単行本

（日本語訳B）

今回はちょっと難しいワン！

“Le petit prince”の例
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元を辿れば……NDL -OPAC？NDL-Bibは、実は旧NDL-OPACの書誌データダウンロードサービスを継承しています。資料の検索・申込、閲覧など、図書館資料を利用するためのサービスは、国立国会図書館オンラインが担うことになりましたが、従来の機能を活かし、書誌データのダウンロードに特化した利用者サービスシステムとして、新たにNDL-Bibがサービスを開始しています。

カーネ

2017 年まで利用されていたNDL-OPACの画面。

今年1月に、国立国会図書館（NDL）は利用者サービスシステムをリニューアルしました。
その中で、NDLが作成した書誌データのダウンロードに特化したサービスが生まれました。
それが、国立国会図書館書誌提供サービス（略称：NDL-Bib）です。

NDL-Bib

https://ndl-bib.ndl.go.jp/

書誌データをダウンロードするサービス
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Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
国
際
セ
ン
タ
ー

先
生
：
カ
ー
ネ
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

カ
ー
ネ
：
ア
イ
・
エ
ス
・
エ
ス
・
エ
ヌ
…
…
？　

た
し
か

に
世
界
っ
ぽ
い
け
ど
、
何
だ
ろ
う
？

先
生
：International S

tandard S
erial N

um
ber

（
国
際
標
準
逐
次
刊
行
物
番
号
）
の
略
称
で
、
雑
誌
な

ど
逐
次
刊
行
物
の
識
別
子
（
識
別
す
る
た
め
の
コ
ー
ド

番
号
）
で
す
。
書
誌
デ
ー
タ
に
関
わ
る
国
際
標
準
の
一

つ２

で
、
本
誌
に
も
付
い
て
い
ま
す
よ
。
8
桁
の
数
字
を

４
桁
ず
つ
ハ
イ
フ
ン
で
区
切
っ
た
、頭
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
」

と
付
い
て
い
る
番
号
で
す
。

カ
ー
ネ
：
あ
っ
、
こ
れ
か
！

先
生
：
第
８
回
「
く
る
く
る
変
わ
る
、
逐
次
刊
行
物３

」 

で

勉
強
し
た
よ
う
に
、
逐
次
刊
行
物
は
途
中
で
出
版
者
な

ど
が
変
わ
る
こ
と
が
多
く
、
情
報
を
把
握
し
に
く
い
の

で
す
。
で
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
は
タ
イ
ト
ル
や
媒
体
が
変
わ

ら
な
い
限
り
同
じ
番
号
で
す
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
く

て
も
、
番
号
で
あ
れ
ば
識
別
し
や
す
い
の
で
、
世
界
中

で
活
用
で
き
ま
す
。

	

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
国
際
セ
ン
タ
ー
と
各
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
国
際
的
な
組
織
、
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ

Ｌ
は
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
か
ら
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー４

と
し
て
、
出
版
者
な
ど
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
日
本
国
内
で
発
行
さ
れ
る
出
版
物
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｎ
を
付
与
し
、
そ
の
出
版
物
の
書
誌
デ
ー
タ
を
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｎ
国
際
セ
ン
タ
ー
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
１
月
現
在
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
国
際
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
登
録
総
数
は
約
２
０
６
万
件
、
こ

の
う
ち
日
本
国
内
で
発
行
さ
れ
た
出
版
物
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ

は
約
４
万
５
千
件
で
す
。
登
録
さ
れ
た
書
誌
デ
ー
タ
は

「ISSN
 Portal

５
」 

で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す６ 

。

カ
ー
ネ
：
世
界
が
共
有
し
て
い
る
大
事
な
番
号
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
ん
だ
ね
。

『国立国会図書館月報』には、冊子版とオンライン版にそれぞれ別の ISSN が付いています。
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W
o

rld
C

a
t

先
生
：
次
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ７

が
維
持
管
理
し
て
い
る
、
世
界
最

大
の
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「W

orldC
at

」
で
す８ 

。

カ
ー
ネ
：
ぼ
く
も
利
用
で
き
る
か
な
？

先
生
：
検
索
機
能
は
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
よ
。
Ｏ
Ｃ
Ｌ

Ｃ
の
参
加
メ
ン
バ
ー
で
あ
れ
ば
、「W

orldC
at

」
の

Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
作
成
し
た
書
誌
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
自
館
の

デ
ー
タ
を
作
る
こ
と
（
コ
ピ
ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
）
も
で

き
ま
す
。
逆
に
、Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
外
国
語
の
資
料
の
書
誌
デ
ー

タ
を
作
る
と
き
に
は
、
他
機
関
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て

い
ま
す
よ
。

カ
ー
ネ
：
資
料
を
探
す
た
め
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
書
誌
デ
ー

タ
作
成
の
効
率
化
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
書

誌
デ
ー
タ
を
め
ぐ
っ
て
そ
ん
な
助
け
合
い
の
関
係
が
あ

る
な
ん
て
、
知
ら
な
か
っ
た
ワ
ン
。

先
生
：
Ｎ
Ｄ
Ｌ
か
ら
は
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
以

来
、
明
治
期
以
降
の
図
書
、
視
覚
障
害
者
用
資
料
、
電

子
出
版
物
、
地
図
、
録
音
・
映
像
資
料
、
逐
次
刊
行

物
と
、
雑
誌
記
事
索
引
の
デ
ー
タ
、
合
わ
せ
て
約
１
，

８
７
４
万
件
を
提
供
し
て
い
ま
す（
平
成
30（
２
０
１
８
）

年
12
月
末
現
在
）。

「WorldCat」の検索結果画面（抜粋）。

©2018 OCLC, Inc.
この画像は OCLC の許諾により掲載しています。
WorldCat は OCLC の登録商標 / サービスマークです。

「ISSN Portal」のトップページ（抜粋）。
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Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ

カ
ー
ネ
：「
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ
」
は
第
４
回
「
典
拠
は
大
切
―W

eb 

N
D

L A
uthorities

を
使
っ
て
み
よ
う
！
―
（
後
編
）９

」 

に
出
て
き
た
よ
。
た
し
か
、
典
拠
は
、
資
料
を
検
索
す
る

手
が
か
り
と
な
る
、
著
者
や
キ
ー
ワ
ー
ド
の
デ
ー
タ
だ
っ

た
よ
ね
。

先
生
：
そ
の
と
お
り
で
す
。「
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ
（V

irtual 

International A
uthority File

：
バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
典

拠
フ
ァ
イ
ル
）

１
０」 

は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
含
む
世
界
各
国
の
図
書

館
な
ど
か
ら
典
拠
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
、
同
じ
人
や
団

体
に
対
す
る
典
拠
デ
ー
タ
を
同
定
し
て
、
ひ
と
か
た
ま
り

の
典
拠
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ

Ｃ
が
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
第
4
回
で
、
い
ろ
ん
な
言
語
で
書
か
れ
た
「
夏
目

漱
石
」
が
一
つ
に
な
っ
て
い
た
よ
ね
。
ほ
か
の
名
前
で
も

そ
う
な
の
？

先
生：
今
回
は
川
端
康
成
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

カ
ー
ネ
：
い
ろ
ん
な
文
字
の
「
川
端
康
成
」
が
あ
る
ね
！

先
生
：
世
界
各
国
の
54
機
関
（
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
１

月
現
在
）
が
作
成
し
た
個
人
、
団
体
な
ど
の
名
称
の
典
拠

デ
ー
タ
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ

は
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
以
来
、約
１
１
５
万
件
の
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
（
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
12
月

末
現
在
）。
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
か
ら
は
国
立
情
報

学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）
も
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
世
界
中
の
人
が
日
本
の
人
名
や
団
体
名
を
区
別
し

や
す
く
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
ん
だ
ね
。

先
生
：
こ
の
よ
う
に
、
他
機
関
と
連
携
で
き
る
デ
ー
タ
を
提

供
し
、
世
界
中
で
便
利
に
「
相
互
運
用
」
さ
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
：
相
互
運
用
性
っ
て
大
切
な
ん
だ
ね
。
世
界
中
の
い

ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ー
タ
が
日
本

の
出
版
物
や
著
者
に
つ
い
て
知
る
手
が
か
り
に
な
っ
た
ら

う
れ
し
い
ワ
ン
！

「VIAF」の検索結果画面（抜粋）。
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連
載
の
お
わ
り
に

先
生：
さ
て
、「
書
誌
調
整
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
約
４
年
間
、
計
13
回
に
わ
た
っ
て
カ
ー
ネ
く

ん
と
出
張
し
て
き
ま
し
た
が
、「
Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
’s 

書
誌
調
整 

ふ
た
た
び
」
は
今
回
で
お
し
ま
い
で
す
。

カ
ー
ネ
：
連
載
の
間
に
も
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た

り
、
新
し
い
目
録
規
則
が
で
き
た
り
し
た
よ
ね
。

先
生
：
そ
う
で
す
ね
。
書
誌
デ
ー
タ
や
典
拠
デ
ー
タ
が
も
っ

と
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

み
ん
な
が
使
え
る
デ
ー
タ
を
作
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の

デ
ー
タ
を
便
利
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
書
誌
調
整
の
大
き
な
使
命
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

カ
ー
ネ
：
書
誌
デ
ー
タ
や
典
拠
デ
ー
タ
を
め
ぐ
る
状
況
は
こ

れ
か
ら
も
大
き
く
変
わ
り
そ
う
だ
け
ど
、
デ
ー
タ
が
も
っ

と
も
っ
と
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
進
化
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
な
。
ぼ
く
も
引
き
続
き
「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
書

誌
情
報
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー１

１

」 

の
広
報
犬
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
お
知
ら
せ
し
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
会
い
に
き
て
ね
！　

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
先
生
、
せ
ー
の
、

先
生
・
カ
ー
ネ
：
こ
れ
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
収
集
書
誌
部 

収
集
・
書
誌
調
整
課 

書
誌
サ
ー
ビ
ス
係
）

1　国立国会図書館ホームページの『国立国会図書館月報』のほか、
書誌データの作成および提供＞書誌データの基本方針と書誌調整
＞What's 書誌調整　のページにバックナンバーをまとめて掲載
しています。http://www.ndl.go.jp/jp/data/basic_policy/
article/index.html

2　図書の識別子としては ISBN（国際標準図書番号：
International Standard Book Number）があり、日本国内で
は日本出版インフラセンター日本図書コード管理センターが維持管
理を行っています。国立国会図書館の書誌データにも記録されて
います。

3　『国立国会図書館月報』670 号、2017.2、pp.24-26

4　http://www.ndl.go.jp/jp/data/issn/index.html

5　https://portal.issn.org/

6　日本のISSNデータは、ISSN 国際センターへのデータ登録にあたっ
て日本語をローマナイズしており、ISSN Portal 上から、漢字およ
び仮名での検索はできません。

7　Online Computer Library Center, Inc.　図書館協力を通して
知識と情報を共有することを目指す、米国の非営利団体。

8　https://www.worldcat.org/

9　『国立国会図書館月報』657 号、2016.1、pp.14-16

10 https://viaf.org/

11 NDL の書誌データの作成と提供に関するニュースやトピックをま
とめてお知らせしています。http://www.ndl.go.jp/jp/data/
bib_newsletter/index.html

12 平成 26（2014）年以降、ユネスコへの提供は休止しています。

13 当時の名称は ISDS日本センター。平成 14（2002）年に現在
の名称に改称。

昭和 26（1951）年
ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の「Index 
Translationum」（世界翻訳書目録）へ、日本で出版
された翻訳書の書誌データを提供開始 12。

昭和 51（1976）年 ISSN日本センター13 が 、ISSN を付与した書誌データ
を ISSN 国際センターへ提供開始。

平成 22（2010）年 OCLCと覚書を手交し、WorldCatへ単行書の書誌デー
タを提供開始。

平成 24（2012）年 VIAF への参加について OCLCと協定を締結し、VIAF
へ典拠データを提供開始。

平成 25（2013）年
OCLC に提供するデータの範囲を拡大し、逐次刊行物
の書誌データと雑誌記事索引データを WorldCat へ提
供開始。

NDL の書誌データ・典拠データの国際的な提供の変遷
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　国際子ども図書館では、児童文学に関する知識の習得と共有を目的として、「国立国会図書館
国際子ども図書館児童文学連続講座―国際子ども図書館所蔵資料を使って」（「児童文学連続講
座」）を実施しています。
　主な対象者は、図書館等で児童サービスを担当する方や学校図書館関係者、児童文学の研究
者などで、いわば「子どもと本をつなぐ大人」のための講座です。平成 30 年度は、2 日間にわ
たって 4 名の先生方にご講義いただき、図書館関係者等約 80 名が受講しました。
　講座の企画にあたっては、児童文学を専門とされている外部の先生に客員調査員をお願いし、
講義のテーマや構成などを監修していただいています（平成 28 年度を除く）。過去には「日本
の昔話」「児童文学とそのマルチメディア化」などをテーマに開催しました。また、最終日には
受講者どうしの意見交換と知識の共有の場として、受講者交流の時間を設けています。
　今回はこの児童文学連続講座についてご紹介します。

（国際子ども図書館 企画協力課）

子どもと本をつなぐ
大人のために　

―国際子ども図書館児童文学連続講座―
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第
1
回
の
児
童
文
学
連
続
講
座
は
、
平
成
16
年

10
月
18
日
か
ら
同
20
日
ま
で
3
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館

の
開
館
か
ら
4
年
が
経
過
し
、
開
館
以
来
実
施
し

て
き
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
軌
道
に
乗
っ
た
時
期

で
し
た
。

　
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
設
立
（
平
成
12
年
）
に

あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
大
人
の
た

め
の
図
書
館
と
し
て
の
役
割
と
、
子
ど
も
が
本
に

触
れ
合
う
場
と
し
て
の
役
割
、
双
方
を
ど
の
よ
う

に
実
現
す
る
か
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
児

童
文
学
連
続
講
座
は
、
こ
の
う
ち
前
者
の
役
割
を

果
た
す
も
の
と
し
て
、
全
国
の
図
書
館
員
の
専
門

性
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し

た
。

　
第
1
回
の
テ
ー
マ
は
、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
誕
生

と
発
展
」
で
し
た
。
当
時
、
児
童
文
学
の
分
野
で
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
児
童
文
学
研
究
者
・
翻
訳
家
の
神
宮
輝

夫
先
生
（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
国
立
国
会

図
書
館
客
員
調
査
員
（
当
時
））
に
監
修
を
依
頼
し
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
定
義
か
ら
漫
画
・
映
画
・
ア
ニ

メ
化
さ
れ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ま
で
幅
広
く
取
り
上

げ
ま
し
た
。
36
名
の
定
員
に
対
し
、
全
国
か
ら
図

書
館
員
を
中
心
に
58
名
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
も
、
本
講
座
へ
の
期
待
の
高
さ
が
窺
え
ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
定
員
を
増
や
し
た
り
時
期
を
変
更

し
た
り
し
な
が
ら
、
児
童
文
学
に
つ
い
て
様
々
な

角
度
か
ら
考
え
る
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
基
礎
的
な
講
座
の
必
要
性
か
ら
、

平
成
28
年
度
は
、
特
に
児
童
サ
ー
ビ
ス
初
任
者
を

主
な
対
象
と
し
て
、「
子
ど
も
に
本
を
手
渡
す
た

め
に
―
児
童
文
学
基
礎
講
座
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
。
こ
の
講
座
は
児
童
文
学
の
基
礎
的
な
知
識

を
総
合
的
に
習
得
し
、
そ
の
後
の
継
続
的
な
学
び

の
契
機
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

テ
ー
マ
設
定
の
背
景
に
は
、
特
に
公
共
図
書
館
や

学
校
図
書
館
で
は
人
事
異
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る

た
め
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
初
任
者
を
対
象
と
し
た
児

童
文
学
に
関
す
る
基
礎
的
な
講
座
へ
の
要
望
が
多

か
っ
た
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年
度

児
童
文
学
連
続
講
座
の
一
部
の
講
義
は
、
関
心
の

あ
る
方
に
広
く
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、Y

ouTube

の
国
立
国
会
図
書
館
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
公
開

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
児
童
文
学
連
続
講
座
は
、
児
童

文
学
の
動
向
や
図
書
館
界
の
要
望
も
意
識
し
な
が

ら
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

これまでのあゆみ

実施年度 総合テーマ 監修者
平成 16 年度 ファンタジーの誕生と発展 神宮輝夫（青山学院大学名誉

教授）
平成 17 年度 日本児童文学の流れ 石井直人（白百合女子大学教

授）
平成 18 年度 絵本の愉しみ―イギリス絵本の

伝統に学ぶ
吉田新一（立教大学名誉教授）

平成 19 年度 絵本の愉しみ―アメリカ絵本の
展開

平成 20 年度 日本の昔話 小澤俊夫（小澤昔ばなし研究
所主宰）

平成 21 年度 いつ、何と出会うか―赤ちゃん
絵本からヤングアダルト文学ま
で

宮川健郎（武蔵野大学教授）

平成 22 年度 日本の児童文学者たち
平成 23 年度 児童文学とことば
平成 24 年度 イギリス児童文学の原点と展

開：家庭小説・冒険小説・創作
童話・学校物語

川端有子（日本女子大学教授）

平成 25 年度 英米児童文学をめぐる時代と環
境

平成 26 年度 児童文学とそのマルチメディア
化

平成 28 年度 子どもに本を手渡すために―児
童文学基礎講座

なし

平成 29 年度 絵本はアート、絵本はメディア 石井光惠（日本女子大学教授）
平成 30 年度 絵本と子どもの原点を見つめる

―子どもの成長発達と絵本
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平
成
30
年
度
児
童
文
学
連
続
講
座
は
、「
絵
本
と

子
ど
も
の
原
点
を
見
つ
め
る
―
子
ど
も
の
成
長
発

達
と
絵
本
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
30
年
11
月
5
日

（
月
）、
6
日
（
火
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
開
催
し

ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
監
修
の
石
井
光
惠
先
生
（
日
本
女
子

大
学
教
授
・
国
立
国
会
図
書
館
客
員
調
査
員
（
当

時
））
に
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。
急
速
な
情
報

化
や
読
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
と
も
な
い
、
絵
本

の
役
割
や
形
態
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
と
の
関
係
を
絵

本
の
「
核
」
と
し
て
問
い
直
す
と
い
う
の
が
、
今

回
の
講
座
の
趣
旨
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
も
と
、
石
井
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
4
人
の
先
生
方
に
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
当
館
職
員
に
よ
る
国
際
子
ど
も

図
書
館
の
取
組
の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

　
2
日
目
に
は
、「
子
ど
も
に
と
っ
て
の
絵
本
と
は
」

を
テ
ー
マ
に
受
講
者
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。
会

場
内
は
終
始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
話

題
が
尽
き
ず
、
受
講
者
の
方
か
ら
は
、「
普
段
は
他

の
図
書
館
の
方
と
交
流
す
る
機
会
が
な
か
な
か
な

い
の
で
、
あ
り
が
た
い
交
流
会
だ
っ
た
」、「
皆
さ

ん
熱
意
の
あ
る
方
、
問
題
意
識
の
あ
る
方
ば
か
り

で
楽
し
く
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国立科学博物館標本資料センター・センター長　
真鍋真先生「自然と自然史に興味をもつきっかけを
作ってくれる絵本」
　ロングセラー絵本「せいめいのれきし」（バージニア・
リー・バートン 作）改訂版翻訳の監修者として携わった
恐竜学者です。ご自身も子どもの頃に大好きだったという

「せいめいのれきし」の改訂版を監修された際の経験談
や、ご専門である古生物学や恐竜について、クイズも盛
り込みながら、自然科学絵本との付き合い方についてご
講義いただきました。

東京大学大学院教授　秋田喜代美先生「子どもの
発達と絵本・読書」

　教師の専門性開発に関する研究を中心に、子どもの読
書活動推進など幅広い分野で活躍されている先生です。
子どもの成長発達に読み聞かせや読書がどのような影響
を与えるのか、心理学の知見や最新の観察・調査研究
結果に基づいてご講義いただきました。受講者からは「日
頃経験的に理解していたことについて改めてデータで裏
付けを得られたのが新鮮だった」といった感想がありまし
た。

日本女子大学教授　石井光惠先生「子どもと文化
を架け渡す絵本」

　絵本を中心に児童文学・児童文化について研究されて
いる先生です。平成の30年間の絵本の歩みを振り返ると
ともに、子どもが社会を生きるうえで文化を身に付ける手
助けとしての絵本の役割について、子どもの発達段階と
関連付けながら考える講義でした。「欧米の絵本はかっこ
いい大人を描くのが得意」「日本の絵本は元気な子ども
を描くのが得意」といった日本の絵本と欧米の絵本の特
徴についても触れられました。

平成 30年度児童文学連続講座

「絵本と子どもの原点を見つめる
―子どもの成長発達と絵本」
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ノートルダム清心女子大学教授　村中李衣先生「絵
本を読みあい育ちあう」

　絵本とそれを読む人、聞く人の関係を、場とのつなが
りや身体性などの視点から研究されています。また、ご
自身も児童文学作家として数多くの作品を書かれていま
す。絵本を理解する上での「声」の存在や、絵本の読み
あいを通して生まれるコミュニケーションの可能性につい
て学ぶ講義でした。語り手の声によって聞き手の感じ方
がどう変わるか、受講者どうしでのワークショップなどを
通じて実際に体験することで理解を深めました。

国際子ども図書館児童サービス課　福島清裕主査
（写真左）「絵本と子どもをつなぐ　国際子ども図書
館の実践」

　「ちいさな子どものためのわらべうたと絵本の会」（6か
月以上4歳未満の子どもとその保護者対象）や、「子ど
ものためのおはなし会」（4歳以上の子ども対象）など、
絵本と子どもをつなぐ国際子ども図書館の取組について、
実際のプログラムの構成や絵本の選び方等を紹介しまし
た。

受講者交流は、受講者が各テーブルを自由に移動しながら、アイデ
アを話したり模造紙に書いたりして共有しあう「ワールドカフェ」と
呼ばれる方式で行いました。受講者それぞれが自身の経験や講義
で学んだことをもとに、「これまでどのように子どもに本を届けてき
たか」「これからどのような本を子どもに手渡したいか」について意
見を交わしました。

受講者が思ったことや、考えたことを自由に書
きつけた模造紙。日頃の業務やボランティア等
の経験をもとに、子どもに本を手渡すことの難
しさや悩み、楽しさや喜びについて、受講者
の皆さんが熱心に意見やアイデアを交換する姿
が印象的でした。
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─
─
石
井
先
生
が
監
修
さ
れ
た
児
童
文
学
連
続
講
座

で
は
、
平
成
29
年
度
は
「
絵
本
は
ア
ー
ト
、
絵
本
は

メ
デ
ィ
ア
」、
平
成
30
年
度
は
「
絵
本
と
子
ど
も
の
原

点
を
見
つ
め
る
」
と
、
絵
本
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視

点
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
ど
の
よ
う

な
意
図
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
平
成
18
年
度
、
19
年
度
の
児
童
文
学
連
続
講
座

で
も
、
絵
本
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は

絵
本
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
、
つ
ま
り
ビ
ア
ト

リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
や
モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
な
ど
、

戦
後
日
本
の
絵
本
が
学
ん
だ
英
米
の
絵
本
を
扱
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
10
年
後
、
客
員
調
査
員
と
し
て
企
画
を

依
頼
さ
れ
て
、
私
が
ま
ず
考
え
た
の
は
、
２
０
０
０

年
代
以
降
絵
本
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
れ
ま
で
絵
本
は
、
文
学
的
な
視
点
か
ら
、
何
を
語

る
か
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
で

は
美
術
的
な
視
点
か
ら
、
ど
う
表
現
す
る
か
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
情
報

化
社
会
の
進
展
と
、
そ
れ
に
と
も
な
い
視
覚
が
重
視

さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
絵
本
を
理
解
す
る
う
え
で
、
読
み
手
も
従
来
と
は

違
っ
た
美
術
的
な
視
点
を
、
無
意
識
に
身
に
付
け
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
１
９
９
０
年
代
か
ら
主
張
し
て

い
る
方
々
を
講
師
に
お
招
き
し
、
考
え
方
を
お
伝
え

し
た
い
と
思
っ
た
の
が
、
平
成
29
年
度
の
「
絵
本
は

ア
ー
ト
、
絵
本
は
メ
デ
ィ
ア
」
で
し
た
。

実
は
、
絵
本
は
メ
デ
ィ
ア
だ
と
言
っ
て
、
斬
新
だ
と

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
現
代
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。

30
年
前
は
、
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
も
多
く
の
場
合
ぽ

か
ん
と
さ
れ
、
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か

ら
講
師
の
先
生
方
は
一
様
に
、「
時
代
は
変
わ
り
ま
し

た
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
30
年
度
は
、「
急
激
な
時
代
の
変
化
の
中

に
お
い
て
、
改
め
て
子
ど
も
の
成
長
発
達
と
絵
本
の

関
係
を
考
え
た
い
」
と
い
う
要
望
が
強
い
こ
と
を
受

け
て
、
絵
本
と
子
ど
も
の
原
点
を
見
つ
め
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
発
達
と
絵
本
の
関
係
は
、
古
く
て
新

し
い
、
何
度
も
問
わ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
す
。

絵
本
は
子
ど
も
た
ち
の
も
の
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
近
代
以
降
の
こ
と
で
す
。
け
れ
ど
も
、

最
近
は
子
ど
も
た
ち
の
も
の
と
言
い
き
れ
な
い
絵
本

が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
、
世

界
的
に
科
学
絵
本
の
出
版
が
盛
ん
で
す
。
こ
れ
も
情

報
化
社
会
の
進
展
と
、
視
覚
の
時
代
に
な
っ
た
影
響

で
し
ょ
う
。

で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
点
も
含
め
て
、「
物
語
絵
本
」

「
科
学
絵
本
」、「
大
人
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
」「
絵
本
を

介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
4
つ
の
講

義
で
構
成
し
ま
し
た
。

─
─
斬
新
な
視
点
と
古
く
て
新
し
い
視
点
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
絵
本
を
考
え
る
講
座
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

講
座
を
企
画
さ
れ
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
重

視
さ
れ
ま
し
た
か
。

最
新
の
情
報
を
届
け
た
い
と
い
う
の
が
第
一
で
す
。

今
ど
う
い
う
絵
本
が
出
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
ど
う
扱

平成29年度から本講座を監修され、ご自身も講師を務められた、
児童文学研究者の石井光惠先生にお話を伺いました。

石井光惠先生インタビュー

日本女子大学大学院家政学研究科修士課程修了、現在は日
本女子大学家政学部児童学科教授。絵本専門士養成講座講
師。絵本学会理事、同学会事務局長を歴任。日本保育学会、
日本児童文学学会、絵本学会等所属。平成 28 年 4月から平
成 31 年 3月まで国立国会図書館客員調査員。
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え
ば
よ
い
か
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

受
講
者
の
属
性
も
重
要
で
す
。
絵
本
は
読
む
人
・
読
ま

れ
る
人
に
よ
っ
て
、
全
く
姿
を
変
え
ま
す
。
こ
の
講

座
は
司
書
の
方
が
多
い
の
で
、
子
ど
も
に
本
を
手
渡
す

と
き
に
必
要
な
知
識
や
考
え
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
受
講

者
の
皆
さ
ん
は
専
門
的
な
講
義
も
興
味
深
く
聴
き
、
ご

自
身
で
さ
ら
に
深
め
て
ゆ
か
れ
る
の
で
、
信
頼
感
が
あ

り
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
公
共
図
書
館
な
ど
の
司
書
の
方
た
ち
は
異

動
が
多
く
、
異
動
す
れ
ば
待
っ
た
な
し
で
児
童
サ
ー
ビ

ス
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
基

礎
的
な
知
識
を
押
さ
え
つ
つ
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
か
と
い
っ
て
表
面
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
講
座
は
国
際
子
ど
も

図
書
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
広
く

情
報
を
届
け
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
意
義
の
あ
る
こ

と
で
す
よ
ね
。

─
─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
の
様
子
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
場
面
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

受
講
者
交
流
会
で
す
ね
。
講
義
を
受
け
る
と
、
そ
れ
だ

け
で
知
識
を
た
く
さ
ん
得
た
よ
う
な
気
に
な
る
の
で
す

が
、自
分
の
理
解
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
で
、

何
を
本
当
に
理
解
し
た
の
か
を
確
認
で
き
ま
す
よ
ね
。

ま
た
、
他
の
人
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う

い
う
理
解
も
あ
る
の
だ
な
と
新
し
い
気
付
き
を
得
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
一
方
で
は
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
が
現
場
で
の
悩
み

や
考
え
を
共
有
し
た
り
、
解
決
策
を
得
た
り
す
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
学
び
を
深
め
て
ゆ
か

れ
る
の
が
印
象
的
で
す
。
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
か

ら
学
ぶ
こ
と
っ
て
、
結
構
重
要
な
こ
と
が
多
い
で
す
よ

ね
。

─
─
受
講
者
の
皆
さ
ん
が
、
会
話
を
通
じ
て
知
識
を
発

展
さ
せ
て
い
く
様
子
は
、
大
変
印
象
的
で
し
た
。

今
、
私
た
ち
は
情
報
と
視
覚
の
時
代
を
生
き
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
情
報
と
視
覚
と
い
う
の
は
絵
本
が
持
っ

て
い
る
本
質
、
特
性
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
絵
本
は
現

代
を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
親
和
性
が
あ
る
も
の
な
の

で
す
。

だ
か
ら
多
く
の
人
が
絵
本
を
面
白
い
と
思
え
る
し
、
そ

の
親
和
性
を
使
っ
て
読
み
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
人
た
ち
が
、
特
に
デ

ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト
の
分
野
か
ら
絵
本
の
世
界
に
入
っ
て

き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
整
理
す
べ
き
問

い
と
い
う
の
が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
そ
れ
を
2
回
の
講
座

で
取
り
扱
い
ま
し
た
。
一
見
全
く
異
な
る
2
つ
の
テ
ー

マ
で
す
が
、
絵
本
と
現
代
の
親
和
性
を
理
解
す
る
と
い

う
意
味
で
は
、
と
て
も
密
接
な
つ
な
が
り
の
あ
る
も
の

だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

●講義録について
　国際子ども図書館では、児童文学
連続講座の内容を広く知っていただ
き、知識の習得や調査研究に役立て
ていただくため、講義の翌年度に「児
童文学連続講座講義録」を刊行して
います。
　講義録では、当日のレジュメや参
考資料リストとともに、講師の先生方
のいきいきとした語り口をそのままに
記録しています。
　過去の講義録は、日本図書館協会
にて販売しているほか、国際子ども
図書館ホームページにも掲載していま
す。また、一部の科目はYouTubeで
も公開しています。
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※平成 30 年度の講義録は 9月刊行
予定です。
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「
宝
塚
歌
劇
」
と
聞
い
た
と
き
に
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
派
手
な
お
化
粧
を
し
た
女
性
た
ち
が
、

大
き
な
羽
を
背
負
っ
て
階
段
を
降
り
て
く
る

…
そ
ん
な
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も

の
の
、
実
際
は
ど
の
よ
う
な
劇
団
な
の
か
を

知
ら
な
い
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
書
は
、
２
０
１
４
年
に
宝
塚
歌
劇

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
全
国
４
都
市
で

行
わ
れ
た
展
覧
会
の
図
録
で
あ
る
。「
１
０
０

年
の
感
動
・
夢
舞
台
を
重
ね
て
」
の
章
で
は
、

１
０
０
周
年
を
飾
っ
た
各
組
の
演
目
紹
介
が

行
わ
れ
、
華
や
か
な
舞
台
写
真
に
目
を
奪
わ

れ
る
。
展
覧
会
で
も
展
示
さ
れ
た
豪
華
絢
爛

な
衣
装
と
舞
台
セ
ッ
ト
、
そ
し
て
演
者
の
い

き
い
き
と
し
た
表
情
か
ら
、
１
０
０
周
年
の

興
奮
と
感
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
演
目
も
、

新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
和
物
シ
ョ
ー
、
洋
物

シ
ョ
ー
、
名
作
の
再
演
な
ど
多
種
多
様
で
あ

る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

本
書
の
半
分
近
く
を
占
め
る
「
夢
を
紡
い

で
１
０
０
年
」
の
章
で
は
、
宝
塚
歌
劇
誕
生
か

ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
ま
で
の
年
表
を
掲
載

し
て
い
る
。
年
表
と
い
っ
て
も
、
た
だ
単
に
事

実
を
羅
列
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
舞
台

や
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
写
真
が
多
く
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
コ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
の

で
、
宝
塚
の
こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
よ
う

な
人
で
も
、
飽
き
ず
に
読
み
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
太
平
洋
戦
争
に
伴
う
公
演
打
ち
切
り
や
、

阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
る
公
演
中
止
な
ど
、
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
発
展
し
て
き
た
劇
団

の
歩
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
年
表
の
途
中

に
は
、
様
々
な
特
集
ペ
ー
ジ
が
は
さ
み
込
ま
れ

て
お
り
、現
在
ま
で
発
行
が
続
く
雑
誌『
歌
劇
』、

『
宝
塚
グ
ラ
フ
』
の
表
紙
を
並
べ
た
ペ
ー
ジ
で

は
、
最
初
は
絵
だ
っ
た
も
の
が
、
白
黒
写
真
に

変
わ
り
、
さ
ら
に
カ
ラ
ー
写
真
へ
と
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
タ
カ
ラ
ヅ
カ　

美
術
作
品
に
み
る
タ
カ
ラ
ヅ
カ
」
の
章
で

は
、
阪
神
間
の
風
景
を
描
い
た
絵
画
や
、
宝

塚
歌
劇
と
関
連
し
た
絵
画
、
芸
術
家
が
撮
影

し
た
団
員
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
華
や
か
な
印
象
の
宝
塚
だ
が
、
地
域

の
文
化
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
、
思
わ
ず
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　
「
ス
タ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
章
で
は
、
歴

代
の
ス
タ
ー
た
ち
が
１
０
０
周
年
に
寄
せ
た

顔
写
真
付
き
の
直
筆
コ
メ
ン
ト
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
た
と
い

う
コ
メ
ン
ト
色
紙
か
ら
、
ス
タ
ー
た
ち
の
宝

塚
愛
が
感
じ
ら
れ
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

　

巻
末
に
は
、
見
開
き
で
宝
塚
フ
ァ
ン
に
つ

い
て
描
い
た
漫
画
「ZU

CCA

×ZU
CA

」

の
宝
塚
歌
劇
１
０
０
年
展
特
別
篇
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
１
０
０
周
年
に
興
奮
し
浮
き
足

立
つ
フ
ァ
ン
の
姿
が
コ
ミ
カ
ル
に
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
く
す
り
と
笑
え
る
。

　

本
体
に
も
水
色
の
リ
ボ
ン
が
つ
け
ら
れ
、

年
表
の
ペ
ー
ジ
も
水
色
の
リ
ボ
ン
柄
で
装
飾

す
る
、
レ
ー
ス
柄
を
多
用
す
る
な
ど
、
あ
く

ま
で
も
夢
の
世
界
で
あ
る
宝
塚
の
世
界
観
を

表
現
し
よ
う
と
す
る
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

今
も
昔
も
夢
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と

や
、
そ
れ
に
と
き
め
く
観
客
が
い
る
と
い
う

根
源
の
部
分
が
凝
縮
さ
れ
た
一
冊
で
あ
る
。

（
青
木 

ふ
み
）

宝塚歌劇100年展
夢、かがやきつづけて
兵庫県立美術館、日本経済新聞社 編
日本経済新聞社
2014.3　117p　30cm
<請求記号　KD597-L18>
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平
成
30
年
11
月
３
日　

長
尾
真
元
館
長
が
文
化
勲
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た

　

長
尾
真
京
都
大
学
名
誉
教
授
が
、
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
長
尾
教
授
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
国

立
国
会
図
書
館
の
館
長
を
務
め
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験

　

平
成
31
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
職
務
内
容

●
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

調
査
業
務
・
司
書
業
務
・
一
般
事
務
等
の
館
務

●
資
料
保
存
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

各
種
図
書
館
資
料
の
保
存
修
復
業
務（
製
本
実
務
を
含
む
。）、

資
料
保
存
（
マ
イ
ク
ロ
資
料
、
電
子
情
報
等
、
紙
媒
体
以
外

の
資
料
の
保
存
を
含
む
。）
に
関
す
る
企
画
・
調
査
及
び
当

該
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
業
務
（
国
内
外
関
係
者
へ
の

研
修
、
外
部
関
連
機
関
と
の
交
流
等
）

○
勤
務
地

　

東
京
都
（
東
京
本
館
・
国
際
子
ど
も
図
書
館
）・
京
都
府
（
関

西
館
）
※
転
勤
が
あ
り
ま
す
。

○
試
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

　

東
京
本
館
、
関
西
館
及
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
配
布
し
ま

す
。ま
た
、国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
さ
れ
る
際
は
、
封
筒
の
表
に
「
総
合
職
試
験
・

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
請
求
」
ま
た
は
「
資
料
保
存

専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
請
求
」
を
朱
書
し
、

返
信
用
封
筒
（
角
形
2
号
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
用

封
筒
に
は
あ
て
先
を
明
記
し
、
１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
総
合
職
試
験
と
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
は
共
通
の

書
式
で
す
。

※
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
と
資
料
保

存
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の
試
験
案
内
及

び
受
験
申
込
書
を
同
時
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）・
資

料
保
存
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
請
求
」
と

朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
・
資
料
請
求
先

総
務
部 

人
事
課 

任
用
係

〒
１
０
０
‐
８
９
２
４ 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１-

10-

１

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
３
３
１
５
（
直
通
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/em

ploy/index.htm
l

　
（
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＞

採
用
情
報
）

種類 総合職試験 一般職試験
（大卒程度試験）

資料保存
専門職員採用試験
（大卒程度試験）

受験資格の
概要※

平成 2 年 4 月 2 日～
平成 11 年 4 月 1 日生まれ

（平成 11 年 4 月 2 日以降生まれでも、平
成 32 年 3 月までに大学卒業または卒業
見込みであれば可）

平成 2 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1 日生まれ
（平成 11 年 4 月 2 日以降生まれでも、平成 32 年 3 月までに大学・短大・高専卒業ま

たは卒業見込みであれば可）

受付期間 平成 31 年 4 月 1 日（月）～ 4 月 17 日（水）（消印有効）

第1次試験 平成 31 年 5 月 18 日（土）

会場 第 1 次試験は東京及び京都
第 2 次試験及び第 3 次試験は東京

※日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方は受験できません。
※申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例制度があります。）

試験の概要
（詳細は試験案内またはホームページで必ずご確認ください。）
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利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

　

国
立
国
会
図
書
館
が
提
供
す
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
す

る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
か
ら
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
、
分
析
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.htm

l

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>
国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て

　

>

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

　

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を

対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。通
年
で
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
期
間　

４
月
１
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
火
）

各
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
期
間　

コ
ン
テ
ン
ツ
、サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

実
施
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
及
び
各
コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ

ス
の
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

総
務
部 

企
画
課 

評
価
係

　

電
子
メ
ー
ル　

hyoka@
ndl.go.jp

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
１
７
号

　

ア
メ
リ
カ
が
見
た
明
治
憲
法
体
制
の
進
化
と
後
退
―
政
党
内

　
　

閣
期
か
ら
２
．
26
事
件
ま
で
―

　

諸
外
国
に
お
け
る
環
境
行
政
組
織
の
再
編
―
イ
ギ
リ
ス
、
ド

　
　

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
―

　

日
英
の
地
域
バ
ス
政
策
に
お
け
る
自
治
体
の
関
与
―
英
国

　
　

２
０
１
７
年
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
法
を
中
心
に
―

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
新
し
い
動
物
保
護
法
―
動
物
保
護
法
（
ス

　
　

ウ
ェ
ー
デ
ン
法
令
全
書
２
０
１
８
年
第
１
１
９
２
号
）
―

　
　
（
資
料
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
３
９
号

　

図
書
館
総
合
展
の
20
年

　

近
年
の
公
立
図
書
館
に
よ
る
出
版
活
動
の
概
要
：
定
期
刊
行

　
　

物
を
中
心
に

　

韓
国
の
公
共
図
書
館
の
多
文
化
サ
ー
ビ
ス
―
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

　
　

例
を
中
心
と
し
て
―

　

奈
良
大
学
図
書
館
に
お
け
る
日
本
考
古
学
協
会
図
書
の
受
贈

　
　

事
業
に
つ
い
て

　

第
12
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
議
会
図
書
館
長
協
会（
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｐ
）

　
　

大
会

　

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
国
立
国
会
図

　
　

書
館
の
取
組
み

　

<

研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー>

　

公
共
図
書
館
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

４
月
か
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
を

自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
営
利
・
非
営
利
の
目
的
を
問
わ
ず
に
、

当
館
の
書
誌
デ
ー
タ
（
本
文
は
含
ま
な
い
）
を
申
請
な
し
に
ど

な
た
で
も
無
償
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
ま
た
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
当
館
の
書
誌

デ
ー
タ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
、
こ
れ
ま
で
は
営
利
の
目
的
で
あ

れ
ば
申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
今
後
は
申
請
な
し
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
書
誌
デ
ー
タ
は
、
当
館
が
作
成
し

た
書
誌
デ
ー
タ
（
典
拠
デ
ー
タ
、雑
誌
記
事
索
引
デ
ー
タ
を
含
む
）

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
契
約
の
範
囲
で
提
供
で
き
る
書
誌
デ
ー

タ
で
す
。利
用
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、国
立
国
会
図
書
館
サ
ー

チ
、
国
立
国
会
図
書
館
書
誌
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｂ
ｉ
ｂ
）

な
ど
各
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
で
ご
案
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